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         午前９時５９分  開  議 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      議員の皆さん、おはようございます。 

      本会議を開催します。 

      ただいまから本日の会議を開きます。 

      本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

                                            

         日程第１「会議録署名議員の指名」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

      本日の会議録署名議員は、会議規則第120条の規定によって、３番千坂

裕春君及び４番渡辺良雄君を指名します。 

                                            

         日程第２「一般質問」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      日程第２、一般質問を行います。 

      順番に発言を許します。 

      ３番千坂裕春君。 

 

３  番 （千坂裕春君） 

      おはようございます。 

      早速、一般質問に入ります。 

      １件目ですけれども、今後４年間の教育ビジョンを問う。 

      町民の多くの方から、児童生徒の学力低下、本町の教育環境の悪化を

心配する声を耳にします。教育長の４年間の教育ビジョンを以下の観点

から質問させていただきます。 

      １点、学力向上にどう取り組むか及び学力低下の原因をどのように分

析していますか。 
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      ２番、いじめ問題の考え方、どのような対策で取り組むか。 

      ３番、教育委員会の役割と教育委員長と教育委員の連携をどのように

考えているか。答弁お願いします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      答弁を求めます。教育長上野忠弘君。 

 

教育長 （上野忠弘君） 

      おはようございます。よろしくお願いいたします。 

      それでは、千坂議員のご質問にお答えしたいと思います。 

      お尋ねのあった４年間のビジョンというご質問に対してお答えします。 

      大和町では、これまでにも時々の教育環境を踏まえた教育実践を実施

してきております。その教育実践を踏まえ、現在行われている事業と学

校教育の現状点検をし、現状を把握するところから仕事を進めていきた

いと考えております。その上で、現状を維持するもの、改善するもの、

新たに推進するもの等を慎重に吟味検討してまいりたいと考えておりま

す。 

      また、これまで現場での教育実践を通し、９年間の教育のあり方につ

いても思いをめぐらせておりましたので、現状を把握し検討していきた

いと考えております。 

      議員もご存じのとおり、教育には近道はないと言われるように、大和

町の教育においても心を込め、手間暇をかけ、根気強く推し進めていく

所存でございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

      次に、議員からも３つの観点からのご質問にお答えをいたします。 

      学力向上については、平成24年度までも職員研修の充実によるわかる

授業の構築や家庭学習の充実などの施策に取り組んでまいりました。そ

の成果として、標準学力検査での結果の向上が見られるようになりまし

た。学校によっては、記載正答率を大きく上回る結果を残したところも

あります。このような取り組みについて、学力向上検討委員会で成果と

課題の共有を行ったところ、新たな課題として個人差の問題が出てまい

りました。そこで、これまでの学力向上の取り組みを継続していくとと
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もに、個人差に対応した学びの場をつくっていきたいと考えております。 

      続きまして、いじめ問題につきましては、毅然とした態度でその対応

に当たってきたいと考えております。県教育長が示したとおり、「いじ

められた子供がいじめと感じたらいじめである」という定義に基づき、

個々の事案に対処していきます。 

      現在、出席停止等の規則の整備などを行っておりますが、これらの規

則の周知の徹底とともに、各学校において月ごとのアンケート調査等に

よるきめの細かい観察と予防のための指導を行ってまいります。 

      また、いじめの事実が確認された際には、関係機関との連携を図りな

がら学校への適切な指導を行ってまいります。 

      最後に、教育委員会の役割と教育委員との連携についてですけれども、

教育委員会の役割は、大和町の児童生徒が充実した学校生活を送ること

ができるようにすることであると考えております。そのための策に当た

っては、教育委員と情報を共有し協議することで、よりよいものにして

まいりたいと思います。定例の教育委員会に加え、臨時の教育委員会の

実施により、課題と解決策について常に情報の共有を行っていきたいと

考えております。 

      よろしくお願いいたします。終わります。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      千坂裕春君。 

 

３  番 （千坂裕春君） 

      今、教育長のほうから答弁いただきましたけれども、学力の向上に関

しては成果も見られているようなんですが、まずもってこの学力低下に

至るまでの原因は、教育長、どのような原因があったとお考えでしょう

か。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      上野教育長。 
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教育長 （上野忠弘君） 

      ただいまのご質問にお答えしたいと思います。 

      これまで過去数年の学力テスト及び全国学力テストの結果の集計をし、

比較をしてまいったデータがあるんですけれども、やはり議員さんおっ

しゃるとおり年年において変化がありまして、特に中学校ですと全国平

均を上回る年もあれば下回る年もあるということで、過去２年間を見ま

すとやはりぐっと下がった時期、今年度上がってはおるんですけれども、

やはり時々の学年の気質のよって差はあるだろうと。 

      もう一つについては、やはり確かに小学校のほうの標準テストについ

ては、向上の気配はあるわけです。議員さんおっしゃるその原因はとい

う部分ですけれども、やはり、私、教育現場を三十数年歩いておりまし

て、教員の資質の向上という部分が大きいんだろうなというふうなこと

を考えております。そんなことで、やはりこれから教育の現場において

は、各学校現状を十分把握をして、教員とともに検証を深めながら指導

力の向上に努めるということが大事かなと考えております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      千坂裕春君。 

 

３  番 （千坂裕春君） 

      そうですね。やはり、こういった学力低下に対しての対策を練って、

向上させようとした考えというのも当然出てくるんですが、やはりその

原因をはっきりさせないままやってしまうと、せっかくの対策も功を奏

さないというのがあると思います。だから、こういった個人差が生まれ

てくるのかなと私個人では思っています。 

      例えば、せっかく学力向上のために学校が行った施策が、今まで成績

のいい子にとって逆に時間を使うのに負担になって、さらなる向上を求

められなくなったという話も聞くんですけれども、やはり個人に合った、

なかなか大変な対応になるかと思いますけれども、個人に合ったそれぞ

れの対応というのが必要かと私は思いますけれども、教育長はいかがお

考えですか。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

      上野教育長。 

 

教育長 （上野忠弘君） 

      ご質問にお答えをしたいと思います。 

      今、千坂議員がおっしゃるとおり、私自身も感じております。確かに、

学校におりますと上位の子供もおりますし、中程度、そしてこれから指

導を要するお子さんも多々おります。やはり、その子たちに合った教育

の実践は必要だろうと思います。 

      それで、この12月まで学校現場におったものですから、非常に狭い範

囲の話なんですがよろしいでしょうか。その現場での実践なんですが、

やはり我々が大事にしなきゃないのは、これから学力を身につけさせる

ことが必要なお子さんたちへの教育の充実だろうと思います。そのため

に、前任校の場合ですけれども、恐縮なんですが、習熟度別にクラスを

分けまして、そして手厚くやはり指導すべき子供はする、そして応用問

題、発展学習に取り組む子は取り組むというふうな形で、少人数指導の

充実を図ってまいりました。また、やはり学習の場合には繰り返すこと

によって定着しますので、放課後の時間、確かに中学校ですと時間的な

制約がありますけれども、10分でも15分でも毎日継続することによって

力がつくと思うんです。そういうことで、やはり下位群の子たちに対し

ても手厚く指導できるような放課後学習の充実も図ってまいりました。 

      それが全てではありませんけれども、これから各学校において、学校

の実情に合わせて学力定着の取り組みをお願いしたいと考えております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      千坂裕春君。 

 

３  番 （千坂裕春君） 

      わかりました。 

      それでは、２要旨目のいじめに関しての質問なんですが、いじめ問題
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には毅然とした態度で臨まれる、または学校閉じなくて関係機関に連携

をとりながらやるということで、安心いたしました。 

      しかし、私が危惧している１つ、問題というか、ものがありまして、

先月、２月22日に宮城県の中学生いじめ問題を考えるフォーラムという

のが県教委主催であったんですけれども、教育長、ご存じだったでしょ

うか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      上野教育長。 

 

教育長 （上野忠弘君） 

      お答えいたします。 

      今、ご質問の件ですけれども、これは仙台で行われたフォーラムであ

って、県内の中学生がいじめ根絶に向けて話し合う「みやぎ中学生いじ

め問題を考えるフォーラム」という件だと思いますが、よろしいでしょ

うか。（「はい」の声あり） 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      千坂裕春君。 

 

３  番 （千坂裕春君） 

      この件に関しては、教育長とちょっとお会いしたときにお話しさせて

いただいたことがあったんですけれども、そのときには何かあったかど

うかちょっとわからないような状況で、私のほうも一般枠で参加させて

いただいたんですけれども、こういった県教委からの行事があった場合

の連絡網というのは、教育総務課から来るという認識でよろしいんでし

ょうか。よろしいんですね。 

      それで、私がこちらに一般参加で参加させてもらったときに、グルー

プに分かれてやったんですけれども、私も本町の中学生が入ったグルー

プのワークショップを聞いたんですけれども、その中で１件、２件ちょ

っと紹介したいと思うんですけれども、ある女生徒が、小学校のときは
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もし自分がいじめられた場合、先生に言えば助けていただけるという確

信があったが、中学生になってからこの先生たちでは無理だろうなとい

う考えに変わったそうです。なぜ変わったかというと、やはり仕事が忙

しくて、この人たちに相談していいものか、またはどのようなタイミン

グで相談に行けばいいのか、すごく迷ったそうです。実際、その子はい

じめられたわけじゃないんですけれども、もし自分にそういう問題が起

きた場合ということを想定して考えたそうです。 

      ですから、生徒は多分、先生を信頼しないばかりじゃなくて、行ける

ような体制が事前にできていなかったんじゃないかなという感じがした

んですけれども、教育長、現場にいたときにそういった観点から見て、

先生は子供たちのそういった意見を積極的に、またはそういった余裕を

持った時間というのを持てる状況ではあったんでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      上野教育長。 

 

教育長 （上野忠弘君） 

      では、お答えします。 

      確かに、子供の声としてそのようなのが出れば事実かと思います。現

場におったその実感なんですけれども、先生方は一生懸命生徒に接しよ

うということで、本当に時間を超越しまして、中学校ですと３校ほど経

験しましたけれども、朝は７時半前後から、遅くは９時前後まで教科指

導、生活指導、生徒指導、部活指導、そして教科の準備とやっておるわ

けです。その中でも、本当に生徒とチャンス相談というふうな機会を設

けて、廊下を歩いていても授業の後でも一生懸命生徒に接する姿は見て

おります。ただ、やはり全ての子供にそうであるかというと、自信はご

ざいません。やはり、これから現場においてそういうことがないように、

各現場の校長に指導をしていきたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 
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      千坂裕春君。 

 

３  番 （千坂裕春君） 

      やはり、子供たちはいつでも先生たちに相談できるんだという安心感

のもとに、学校生活が送れるような環境をつくってもらえればと思いま

す。具体的にはということの例で申しますと、「夜回り先生いじめを絶

つ」という本がありますけれども、水谷 修さんでしたね。この方の著

書の中に、「我々はいつも君たちを見守っているんだよ」とそういうも

のを態度で示して、やはりいつも挨拶したり遠くから見守っているよう

な姿勢が必要だということを書いていますので、今さらながら、私が言

うまでもなく、そういったものを実践されるべきかと思います。 

      ３番目の要旨に入りますけれども、教育委員会と教育委員の連携のこ

となんですけれども、私も昨年11月、教育委員会を社会文教常任委員会

で傍聴させていただきましたけれども、そのときの率直な感想から申し

上げますと、「ああ、これじゃあな」というようなこと。なぜかという

と、教育長が前月にあったいろんな会議に出たということの報告会、そ

のときにさまざまな問題が本当は起きていた、本町においてですね。そ

の中で、教育長が各教育委員に何か相談を提示するわけじゃなくて、そ

ういったような内容の会議でした。今後、どういった会議にしていきた

いと教育長のほうは思われていますか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      上野教育長。 

 

教育長 （上野忠弘君） 

      それでは、お答えしたいと思います。 

      先ほども答弁の中で教育委員との情報の共有ということをお話しいた

しましたし、正式な会議あるいは臨時の会議を開きながら、より密接な

情報の共有を行っていくというふうにお答えいたしましたので、そのよ

うに実施していきたいと考えております。よろしくお願いします。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

      千坂裕春君。 

 

３  番 （千坂裕春君） 

      そうですね。やはり、こういった教育委員会という制度、教育長は事

務方のトップで、専門の能力とか知識のある方がふさわしいと。まあ、

誰がなってもいいんですけれども、典型的な形で申しますと教育長は専

門の分野を歩いてきた人、教育委員はその地域の教育を一緒に考えてく

れる人、これを素人とプロの構成である機関ということで、レイマンコ

ントロールというんでしたっけね。そういったもので構成して、お互い

に牽制しながら、プロの目で見た意見またはプロが気づかなかったもの

を、素人と言ったら申しわけないんですけれども、そういった民間の人

間が見ていく、チェックしていくという機能を果たして、その地域の教

育を考えていくというのが理想なそうなんですが、やはり今問題になっ

ている教育委員会というのは、どうしても教育長がそういった報告をし

た上での単なる追認機関になってしまっているところにあると思います。 

      ですので、私が、本来は教育を政治家が変えればいいのかなというこ

とを思っていたんです。ただし、やはり最近はやりの暴走される地方首

長がいたりすると、やはり教育を首長が変わるたびにいろんな方向に左

右されるんじゃいけないということで、やはり教育委員会というのは必

要だという考えに落ちついたわけなんですけれども、その中においても

やはり聖職者としてそういった道を歩まれた方だから、お任せする、お

任せすると言ったらおかしいんですけれども、任せられるということで

お願いしているはずなのに、いつの間にかチェックも入れられない機関

になってしまっているところに今問題があるので、やはり教育長も何ど

もで申しわけないんですが、教育委員の意見をいっぱい聞いて、また自

分に入って来た情報を教育委員のほうにも共有して、場合によっては社

会文教常任委員のほうにも連絡していただくとか、議会にも連絡してい

ただくとかそういった体制も必要かと思います。 

      また、例えば教育長に直接連絡が入るんじゃなくて、教育総務に入る

と思うんですけれども、そういった中で隠された情報はないかと、常に
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情報に目配せしていただきながらやってもらえればと思うんですけれど

も、その辺は任せてよろしいでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      上野教育長。 

 

教育長 （上野忠弘君） 

      再度の質問にお答えしたいと思います。 

      今、お話しがあったとおり、地行法という法律がございまして、その

中に教育の機会均等、教育の水準の維持向上、あるいは地域の教育の振

興というふうなことで定められまして、その中に教育長の立場といたし

まして「教育委員会の指揮監督の下に、教育委員会の権限に属するすべ

ての事務をつかさどる。」とございます。 

      今、議員さんおっしゃったとおり、教育委員会制度というものが非常

勤の委員と常勤の教育長というこの合議体で経営されておりますので、

やはり両者の相互補完の機能が十分達成できるような会議にすべきかと

考えておりますので、その件についてご理解いただきたいと思います。 

      また、私自身、やはり常々思っているのは、一大和町民であるという

ことは第一だと思っております。教育長である願いも、教育委員さんの

願いも、議員さん方の願いも同じ町民としてやはり一体だろうと思うん

です。子供たちについては、将来を担う大和町の宝でございます。そう

いう意味で、やはり必要な知恵をおかりするということが必要ですので、

機会あるごとに必要な相談などはしてまいりますので、よろしくお願い

したいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      千坂裕春君。 

 

３  番 （千坂裕春君） 

      何事も、継続してみて初めて効果というのが上がってくるかと思いま

す。今の気持ちを大切に、４年間やっていただきたいと思います。 
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      やはり、今、大和町民は、教育長がかわったということですごく期待

されている面もございます。逆に、これで何も直らないということにな

ると落胆も大きいかと思いますので、よろしくお願いいたします。 

      それでは、２件目の質問に入らせていただきます。 

      ２件目、関連政治家との連携強化を図れ。 

      昨年12月、衆議院が解散され、自公が政権を奪回した。県選出国会議

員、知事、県議会議員、近隣首長との連携が足りないと以前から感じて

いた。連携強化により、充実度、達成速度の向上が期待できると思われ

るが、考えを示してください。 

      １、今までの連携の実績を示してください。 

      ２、今後の連携をどのように考えていますか、考えを聞かせてくださ

い。お願いいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      答弁を求めます。町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      おはようございます。 

      それでは、ただいまのご質問でございますけれども、関連政治家との

連携を図れという質問でございます。 

      黒川郡内の町村はもとより、近隣の首長とは宮城黒川地方町村会や宮

城県の町村会などを通じて密に連携を図っておりますし、関係首長など

が会員となり組織している、例えば仙台北部道路建設促進期成同盟会を

初めとした各種協議会等におきまして、緊密な連携を図り活動している

ところでございます。 

      また、国や宮城県へ要望活動をする場合には、地元選出の国会議員の

皆さんあるいは県議会議員へ依頼し、同行していただいている状況でも

ございます。 

      最初に、今までの連携の実績をということでございますが、いろいろ

あるわけでございますが、村井知事、富県戦略宮城を提唱しております

が、知事や例えば大衡村の村長と連携を図りまして、仙台北部工業団地
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への企業誘致を行いましたし、さらに宮床の地区には新たに工場団地の

造成をしまして東京エレクトロン、これを初めとした企業を誘致したと

ころでございます。 

      こういったことは、知事または関連首長との密接な連携がなければ、

このような短期間でなし遂げることはできなかった、不可能ではなかっ

たかというふうに思っておるところでございます。 

      また、今後の連携についてということでございますが、これからも今

までの良好な連携を維持しながら、それぞれのそのときの状況に合わせ

て必要な方々との連携、こういったものを強化してまいりたいとこのよ

うに考えております。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      千坂裕春君。 

 

３  番 （千坂裕春君） 

      私の質問の仕方もちょっと不明確なところがあったとは思うんですが、

連携を図れという意味は、何か事が起きた場合、それに関連する政治家

と連携を図って同行してもらったというのじゃなくて、日々、わかりや

すく言うと、友人関係とかそういったものを構築されていますかという

ことだったんですけれども、いかがでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      大人の関係ですから、友人関係という言い方がどうかはちょっとあれ

ですが、常日ごろのつき合いというような、仕事以外でもという意味だ

と思いますけれども、それは十分といいますか、私なりにはとっている

というふうに思っております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 
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      千坂裕春君。 

 

３  番 （千坂裕春君） 

      町長もご存じかと思いますけれども、文屋 公先生が北部工業団地造

成に携わっていたときに、ちょっと困難に遭ったときに、文屋 公先生

は若いときに青年団活動をされておりまして、その中で総裁になられた

竹下 登と親友になられて、そこに電話をかけて当時の総裁のほうに口

ききと言ったらおかしいんですけれども、電話１本入れてもらって、ス

ムーズになったというような話は、私、人伝いに聞いたことがあるんで

すけれども、具体的に挙げていただかなくてもいいんですけれども、そ

ういった強い結びつきを持たれている政治家というのを町長、いらっし

ゃいますか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      先ほど、文公さんのお話が出ました。その件につきましては、確かに

そういうお話を私も聞いておりますし、当時、私のおやじがやっており

ましたので、そのほかにもいろんな方々といろんなことをやりながら引

っ張ってきたということ、それは十分に知っております。なかなか名前

は言えないこともある、これが現実でございます。 

      その中で、いろんなお願いをするという中で、これはもう国会議員の

先生もおいででしょうし、また秘書の方々、その関係のいろんなつなが

りの方々ございます。我々、いっぱしの、隅っこではありますが政治家

でございますので、そういった活動につきましては企業秘密ではござい

ますけれども、ございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      千坂裕春君。 
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３  番 （千坂裕春君） 

      そうですね。今、町長が言われましたように、先代の浅野町長も、大

分、県に足を運ばれて、当時の部長と随分かけ合いというか、朝早く行

かれて待っておられた、それも何回も繰り返したということを町民の方

から聞いて、その事実関係はわかりませんけれども、そういった方だっ

たということを私も以前から聞いていましたから、そういうものを聞く

に当たり、現在の町長には物足りないんじゃないかということでこうい

った質問をさせていただきましたけれども、そういった意味では今後連

携を今以上に深めていただければ、今、大和町というのはすごくチャン

スだと思います。 

      全国各地で過疎化とか高齢化とか不景気だという話が出ている中で、

大和町は私は例外だと思っています。ですから、そういった市町村と同

じようなレベルで考えてもらっては、今後の大和町の発展はないかと思

いますので、今は攻める時期じゃないかと思いますので、やはりお一人

の力では限界があると言ったら大変申しわけないんですが、そういった

ものも当然出てきますので、今後一層強化を図っていただきたいと思い

ます。その辺もお願いするところでございます。 

      では、３件目に入りたいと思います。 

      苦情対応の現状を示せ。 

      民間企業においては、苦情を会社の財産と捉え、積極的に対応してい

ます。また、二度と苦情が発生しないよう社内教育に取り入れ、効果を

上げていると聞いております。本町の取り組みをただします。 

      現在、どのような体制で苦情に対応していますか。 

      ２、寄せられた苦情を庁舎全体で共有していますか。答弁をお願いし

ます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      それでは、苦情の受け付け体制ということでございますけれども、そ
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の苦情にかかわる担当課がまず窓口となって即時に対応する、これが基

本。ほとんどその場で解決をしているのが現状でございます。また、担

当課だけではわからない場合やまた全体にかかわる場合の苦情といいま

すか相談といいますか、そういった場合のは総務課が窓口になって、そ

して関係課と情報の共有化を図りながら対応している状況でございます。 

      また、次には寄せられた情報を庁舎全体で共有しているかというご質

問でございます。担当課に寄せられます苦情といいますかそういったも

のの内容につきましては、事務処理の誤りまたは応対に対することが多

く占められております。事務処理の誤りや対応に問題があった場合には、

当然おわびを申し上げ、そして今後同じことが発生しないように厳しく

指導をしているところでございます。 

      また、制度内容の勘違いなど来庁される方の思い違いによる苦情も見

受けられますので、その場合には担当課で詳しく説明し、ご理解いただ

くように対応しているところでございます。 

      各課に寄せられた苦情の中から、担当課長あるいは総務課長を通じて

私のところに報告が来ているところでおりますので、その場合には随時

担当課長や職員に指導をするとともに、朝礼や庁議で情報共有を図り、

今後同じ誤りを起こさないこと、また親切な応対を心がけることなど適

切に指導をしているところでございます。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      千坂裕春君。 

 

３  番 （千坂裕春君） 

      苦情の内容で、事務処理の誤りや応対に関することが多くということ

なんですが、実際に苦情の統計はとられているんですか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 
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      統計という形ではとっておりません。その課その課で持っているとい

うことになります。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      千坂裕春君。 

 

３  番 （千坂裕春君） 

      事務処理の誤りの多くは、何が原因だと思われていますか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      いろいろ考えられるところでございますけれども、言葉不足といいま

すか相手に対するこちらの説明の未熟さといいますか、そういったこと

もあろうかと思います。また、制度が変わった場合とかそういった場合

の勉強不足と言ったらあれですけれども、その当時の部分かな。 

      それから、よく事務処理でも一般的な通常の事務処理を少し説明申し

上げます。特殊なケースではなくてですね。それで、お客さんが来た場

合には、まず第一に通常の説明を申し上げる。それで、説明をしてお帰

りをいただくんだけれども、その通常でないケースがあった場合に食い

違いといいますか、そういったこともあるというふうに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      千坂裕春君。 

 

３  番 （千坂裕春君） 

      今の答弁の中で、通常ケースならまだしも例外ケースという話がある

んですけれども、やはりこの辺が民間と公務員の方の考え方が違うとい

うのかわかりませんが、民間というのはレアケースを自分たちで予想し

て、こういうのを例外例外と想定集として持つんですよね。そういった
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ものを持っていない。ましてや、場合によっては本筋さえもわからない

というものがある中で、やはり教育体制の充実というのが必要じゃない

かと改めて感じ取られました。 

      でも、町長が感じている、報告が入っている苦情というの、どういっ

たものを言っているのかわからないんですけれども、私、実際、自分の

ことで申しわけないんですけれども、あったミスというのは、私、国民

健康保険の支払いをしている中で、あるとき還付金が発生したんですけ

れども、その還付金はいついつ入りますという連絡をいただいて、その

日に銀行に行って引き落としに入ったら、残高不足で引き落としができ

なかった。なぜなら、それが入っていなかったと。それで、担当課に問

い合わせをしたら、どのような答えをいただいたかというと、とてもが

っかりしたのは年末年始で忙しくて忘れていたという話だったんですよ。 

      こういったものに対して、町長、今私のその対応の中で、町長、素直

に印象を持たれました。こういった単純なものなんですよ。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      そのケースにつきましては、ちょっと具体的なことを存じ上げており

ませんので、今議員さんのお話しになった部分を考えていった場合に、

それは大変申しわけないということでございます。忘れたというものに

ついて、それは町として大変申しわけないことをしているというふうに

感じます。ただ、これは今議員さんだけのお話を聞いているということ

ですので。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      千坂裕春君。 

 

３  番 （千坂裕春君） 

      ですから、私が申し上げたいのは、各課にそういった苦情を寄せるの
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は、当然初期段階としては必要かと思います。ただし、町長にここで答

弁していただいているそれを私のところに上がってきて、それをフィー

ドバックしていって、二度と起こさないような体制になっているという

答弁をいただいているんですけれども、実際問題、余り都合の悪いよう

なことは町長のお耳には入れないというような体制なんですよ。そうい

うことを自分の耳で、今初めて聞いたんですよね、私のその案件に対し

てはね。伝えたとしてもどこかでゆがんで、１件苦情があって、こちら

のミスでした、すみませんということで謝っておきましたというような

レベルのものでしかないので、やはりこういったものは１つにまとめて、

また町民の方から苦情があれば各課の窓口に行くよりも、そういった町

全体で１つの苦情に対応してくれるというもの、それで今後町全体とし

て責任を持って対応していくというものに対してじゃないと、苦情が起

きた人間にしてみれば納得いかない。すみません、今後直しますと言わ

れても、さあ、それがどういったほうに町全体で生きていくのかと見え

るもので安心するようなことがあると思うんですけれども、町長はそう

いった体制をつくるというような考えはありませんか。だから、１つに

まとまってもらうと。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      おっしゃることは、要するに１カ所でまとめてというお話だというふ

うに解釈をいたします。 

      苦情といいますか相談事といいますか、そういったものはそれぞれそ

の担当にまず来るということを申し上げました。そして、基本的にはそ

の担当課でそれをまとめるといいますか処理をするといいますか、処理

という言い方もちょっと語弊があるかもしれませんけれども、その方に

対応するということですね。それで、それ以上に担当課だけ、１課だけ

ではなくて、広がってくる可能性、そういった課題については総務課で

まとめてやるという話を申し上げたところでございます。そういった中
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でございまして、基本的には課ごとにそれで対処をしていくということ

で、そこで相手も納得されれば、ご理解いただけるような対処をすると

いうのが原則ということで今やっているということでございます。 

      これを全部１カ所に吸い上げるということの考えだというふうに思い

ますけれども、そうしますといろんな対応の仕方で、また各課を持ち回

りとかそういった形のものも出てくるような感じもいたします。 

      大きな話と言ったらちょっと語弊があって、ちょっと難しいんですけ

れども、１課だけではなく、２課、３課にまたがるのであれば１課に、

総務課が窓口になって３課を一緒に集めて対応するということ、そうい

う対応を今しているわけでございますから、そういう形のほうがスムー

ズにいくのではないか。各課、例えば税務課、環境課というその課で対

処できるのであれば、その課で対処したほうがスムーズな対応もできる

のではないかというふうに思いますが。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      千坂裕春君。 

 

３  番 （千坂裕春君） 

      方法はいろいろあるかと思うんですけれども、問題はというか結論と

して言うならば、二度と同じような間違いがなくなること、またはその

ことが町長の耳にも届いていることというのが大切なんですよね。やは

り、町民の方が思うには、その課に言ってごめんなさいと言われて、あ

とは自分でどこで幕引きをしたらいいのかというものであって、次にあ

るかないかは保証されないと。なぜならば、その課にいる方は限られて、

しかも担当者レベルで終わってしまうのであれば、これを町全体として

共有してもらえないんじゃないのかと。例えば、事務処理ならば１人の

人間がスキルをつければいいだけの話かもしれませんけれども、何かの

言葉遣いまたは服装、あとは応対、接客ということはふさわしくないけ

れども応対ですね。そういったものというのは、やはりどこか町民に、

これじゃあだめだと思われるのが蔓延しているような気がするんです。 

      たくさんあるんです。町民の方に……。町外の方、たまたま大和町で
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手続しなくちゃいけない方がいらっしゃって、それも何人かいたんです

けれども、その方から言われたことは、うちの町は余り大きい町じゃな

いけれども、あんたのところみたいに立派な庁舎は持っていないけれど

も、職員は立派だと。そこへいくと、あんたの職員というのは、庁舎は

立派だったけれども、がっかりしたという話を聞かされたんですね。 

      やはり、ハードはそろったので、これからはソフトじゃないかと私、

考えている。その中で、どうしたらよくなるかというと、個人個人の意

識の持ち方、及びやはりトップが一番大事じゃないかなと思うんですね。

やはり、町長の耳に聞こえると嫌だというようなものがあると思うんで

す。誰しもが上司が一番怖い、怖いと言ったらおかしいんですけれども、

そういったもので見てしまいますので、そこにストレートにやはり通じ

ていないと、もう直らない体質になっていると私は感じるんですけれど

も、ちょっと長々しく言ってしまったんですけれども、町長としてはそ

ういった町民の要望というか、考えを積極的に受け入れる体制があるの

かどうかということを聞きたいんですけれども。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      議員さんお話しいただきましたけれども、対応の問題につきまして私

も町民からいろいろな話は聞いております。町外の人からも聞いており

ます。また、私も他の庁舎とかお邪魔をして、いろいろ勉強といいます

かもしております。そういった中でございまして、確かにそういった決

していい評判ばかりでないのも聞こえてまいります。 

      100％ではないと、まだまだそうだなというふうに思っておりますが、

いい評判もあるんです。私は、どっちかというとそちらのほうを、私に

対してだからそうなのかどうかわかりませんけれども、いい評価も受け

ておりますし、町外の方からも大和町はほかにないすばらしいところだ

ねと。庁舎ではありませんよ、人ですよ。そういうふうな話もされてお

ります。ですから、いろんな意見があるというふうに思いますね。確か
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に、100％なかなかそうはいっていないところもある、まだまだそういう

ところがあるというふうに思っておりますし、新しい庁舎になったとい

うことになって、職員が一番考えたのは、おっしゃるとおり庁舎だけが

立派で人がだめだったら、そういう評価になったら嫌だねということで、

研修会をやったりいろんな工夫をして、そして努めております。 

      まだまだ、当然100％でないところもあろうというふうに思いますけれ

ども、そういった努力をして大分そういったいい評価もあるということ

は、議員さんにもお伝えしたいと思います。 

      ただ、一方でそういったいけない部分といいますか、正すべき部分が

あるというのは、そうであればそれは直すというのが当然の話でござい

まして、それを脇に置いていいところ取りだけをしようということでは

ございません。ですから、そういった意味で職員研修とかそういったこ

ともやっておるわけでございますし、またその情報につきましても、全

てが私のところには上がってきていないところはあるかと思います。例

えば、窓口の課で対応できて済んだ部分とか、私のところに全て来てい

るとは思っておりませんけれども、多くの場合、私のところに来ている

んだろうなというふうに思っております。 

      上司の目と職員の考え方、そういうこともあるんだというふうに思い

ますけれども、なおその辺につきましては課のほうから、情報を私も集

めるような努力をしてまいりたいと思いますし、またそういったことを

各課で共有しているわけございますけれども、そういったものを直す努

力は常にやっていかなければならないと。今がもちろんベストだと思っ

ているわけではございませんので、我々は常に改善するところはどんど

ん直していくという気持ちを持って取り組んでいかなければいけないと、

こんなふうに思っております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      千坂裕春君。 

 

３  番 （千坂裕春君） 

      今、町長から大変いい答弁をいただきました。私も、多くの職員、大
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多数の職員は一生懸命やっている頑張っている方だと思っています。た

だし、少数の職員のその態度というか応対によって、来庁者が職員全体

が悪いというような言い方に当然なってくるんです。そうすると、一生

懸命やっている職員がかわいそうでしようがないんです。ですから、そ

ういった少数の人間を直すために、ある程度苦情がどの辺にあるのか、

固まってくるのかというのを把握するのも町長の役目じゃないかという

考えを持っておりますが、どのようにお考えですか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      苦情が固まっているという言い方でございますけれども、どうしても

窓口にはお客さんが大勢来られますので、そういった件数といいますか、

そういったものがどうしても多くなるケースは基本的に、基本的にとい

いますか、窓口だとお客さんが来る人数が多い分だけ多くなるケースは

考えられるんではないかというふうに思っております。 

      ただ特定の誰かということではなくて、その対応に、説明の大変さと

かそういったことがあってのそういった不愉快な思いをさせてしまうと

いうことがありますので、このことについてはその都度その都度、当然

担当上司も一緒にいるわけでございますから注意をするというのが基本、

そういうことでその都度直すということ。課内で、その辺については朝

礼なりそういったことで正す、そういうこともありますし、また我々も

知った場合には、当然大きい話と小さな話って区別もちょっとおかしい

話ですけれども、朝礼等、先ほども申しましたけれども、そういったと

きにもお話をする、そういうこともやっておるところでございます。 

      特定のという言い方をされるところでございますけれども、我々は町

全体としてレベルアップをしなければいけませんので。ある件について、

こういうことがあったという特別な事象があれば、それはその人を呼ん

で指導をするとか当然そういうのはやりますけれども、そういった中で

進めていかなければいけないというふうに思っております。 
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      我々、気づけば当然指導もしますし、気づけばというかそういうこと

についてですね、やるのは当然の責務といいますか、職員を育てるとい

うこともありますので、私だけではなくて各課の一人一人、上司たち、

課長たちもそういう責任のもとでやっておるというふうに思っています

ので、今後そういう努力を続けてまいりながら、気持ちよく多くの方に

役場に来てもらえるような対応をするよう、努力してまいりたいとこの

ように考えます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      千坂裕春君。 

 

３  番 （千坂裕春君） 

      窓口は、確かに来庁者が多いです。だから、苦情の件数も多くなるか

と思いますけれども、だからといって比率が高くなるというのはうそで

あって、窓口の対応が悪いから比率が上がるんだと思います。もし、そ

ういったものを正確に把握しておるならば、そういったもの、件数が多

いからそういった事務的な処理をしてしまって応対が悪くなると思えば、

そういった人数を考えるとかそういったものに直結するかと思うんです

けれども、そういった分析もされていないようで、ただ単に件数が多い

から窓口は苦情の件数が多くなるんじゃないかという考えは、誤りだと

思います。 

      これでやっても堂々めぐりかと思いますけれども、私はこの問題に対

しては今後とも継続して取り組みたいと思いますので、民間並みにこの

苦情を積極的に町は聞いて、体制をよくするというようなものを町民が

感じられるような体制づくりをしていただきたいと思います。 

      以上、私の一般質問を終わります。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      以上で千坂裕春君の一般質問を終わります。 

      暫時休憩します。 

      休憩時間は10分間とします。 
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         午前１０時５６分  休 憩 

         午前１１時０７分  再 開 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      休憩前に引き続き会議を開きます。 

      10番伊藤 勝君。 

 

１０番 （伊藤 勝君） 

      議長のお許しが出ましたので、３件３要旨で質問をお伺いいたします。 

      まず初めに、介護保険制度の改善についてということで、福祉用具購

入費及び住宅改修費の受領委任払いの制度の導入をということで、平成

12年４月に介護保険制度が始まり、12年が経過しました。これまで、３

年ごとの見直し規定に沿って、そのたびに制度等の見直しが行われてき

ました。最近、制度上の改善として多く利用されるのが、現場の一つが

福祉用具購入費及び住宅改修の補助について、いわゆる償還払いでなく、

受領委任払いを選択できるよう改めてほしいというものであります。 

      介護保険の福祉用具購入費、ポータブルトイレや入浴用椅子など、及

び住宅改修、手すりや段差解消の支給は、利用者が一旦全額負担し、そ

の後に申請をして保険給付分の９割を受け取る償還払いが原則となって

います。 

      一方で、一定の要件を満たせば、利用者が自己負担分の１割のみを事

業者に支払えば、残額は自治体から事業者に支払われる受領委任払いを

導入し、償還払いとの選択制をとっている自治体も出てきているようで

ございます。利用者にとっては、一時的であれ全額負担となる相当な経

済的負担が強いられることになり、受領委任払いの導入を検討して利用

者の負担軽減を図ってはどうか、町長の所見をお伺いいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 
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町  長 （浅野 元君） 

      それでは、ただいまの伊藤議員の質問にお答えをいたします。 

      福祉用具購入費及び住宅改修費の支給に関する制度につきましては、

要支援１から要介護５までの認定を受けた方が、ポータブルトイレや入

浴用椅子など入浴や排せつに使用する福祉用具を購入した場合、10万円

を上限額としまして購入金額の９割を支給する助成制度でございます。

また、手すりの取りつけや段差の解消を行った場合は、20万円を上限と

して工事費用の９割を支給する住宅改修費助成となっております。いず

れも利用者が一旦全額を支払った後に、申請により助成を行っておりま

す。 

      県内の動向としましては、福祉用具、住宅改修につきまして仙台市及

び隣接市町、大崎、石巻市等14市町が受領委任払いの制度を平成22年度

以降、導入している状況でございます。 

      本制度を導入するに当たりまして、福祉用具の購入につきましては、

指定福祉用具販売業者が限られておりますために大きな支障はないと思

われますが、住宅改修につきましては、個人経営の工務店など数多くの

事業者がかかわっていますため、申請方法や受領委任払いの事務手続等

の説明が必要となり、事業者の理解を得ることが必要になってまいりま

す。 

      また、住宅改修を検討される利用者の相談窓口となっておりますケア

マネジャー等への周知を図るなど、事前準備が必要になるとこのように

考えております。 

      本制度を導入するか否かにつきましては、実態調査等を行いまして、

次期、第６期の介護保険事業計画策定時期までに見きわめてまりたいと

このように考えます。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      伊藤 勝君。 

 

１０番 （伊藤 勝君） 

      今、答弁をいただきましたけれども、介護保険制度による住宅改修は、
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要支援１以上であれば介護度に関係なく住宅改修工事の現物支給がされ

ます。総額は、同一一家に対して20万円まで。20万円を何回かに分けて

使うこともできるというようなことも書かれておりました。なお、要介

護度３段階から要支援４段階以上、重くなったから引っ越しをした場合

は、再度20万円分の工事が使えるというようなことも載っていました。 

      この制度は、償還払いで一旦利用者が全額支払い、必要な書類を添え

て申請すると上限20万円までの工事費の９割が戻ってきます。2006年４

月からは、事前申請制度に切りかわり、見積書や住宅改修が必要な理由

などを書いて、保険者は市町村へ提出しなければなくなりました。これ

は、制度を悪用して高齢者に不必要な住宅改修を勧める業者が出てきた

ためです。現在では、申請を受けた市町村が調査を行い、許可がおりな

い限り着工ができません。その点では面倒ですが、意味もなく20万円ぎ

りぎりまで改修をされたり、介護保険のきかない改修をされて高額な料

金をだまし取られるケースはないと載っておりました。 

      あと、急に重い要介護状態になったときですが、具体的には脳卒中な

どで倒れて手術し、リハビリを行いながら退院を待っている期間などに

当たりますが、体のどこに麻痺が残るかわからない時点で、住宅生活に

支障がないように自宅を改修しておくのがベストですというようなこと

も載っておりました。 

      住宅改修のアドバイスは、どんな人に頼めばよいのでしょうかという

ことで、申請の手続や制度的なことはケアマネジャーが相談に乗ってく

れます。体の状態に合った改修の相談は、担当医のリハビリを行う理学

療法士または作業療法士などがよいでしょう。医療機関であっても、熱

心な専門家は自宅を見に来、リハビリの仕上げである日常生活動作訓練

は、その人がどんな家に住んでいるかを知らなければできないはずです。

トイレに行く訓練をしましょうと言いながら、家を見ないで車椅子で入

れるような広々とした病院のトイレで訓練しただけでは、自宅に帰って

車椅子が使えなかったというような状況もあるようでございます。 

      宮城県では14市町村ということで、半分の自治体がもう導入している

という状況にあります。事業所の理解を得ることが必要になるとありま

すけれども、なぜ本町ではできないのかなと思います。最後のところで、
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第６期介護保険事業で見きわめたいというような答えが返ってきました

けれども、その辺どうなのか、ちょっと町長にお伺いいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      制度につきましては、今、伊藤議員お話しのとおり、答弁でも一文述

べましたが、そういう制度でございます。 

      基本的に、償還払いという考え方につきましては、いろんな考え方が

あろうかと思いますが、ちょっとお話しになりましたけれども、制度の

悪用といいますか業者さんの言いなりといいますか、そういったことも

あるという中で、償還払いがまずスタートしたというふうに考えており

ます。そればかりではないんですけれどもね。そういった制度でスター

トしております。 

      今、お話しのとおり、いろいろ制度的には変わってきている状況にあ

るというふうには思っておりますが、なお今、第５期ですか、今スター

トをしているところでございます。これまでの町としての実績もあるわ

けでございますし、今までそういう声がなかったと言ったらちょっと語

弊がありますけれども、そういうこともありますので、今後そういった

声も聞きながらまず考えていきたいということが一つです。 

      それから、事業者に対する説明ということでございますけれども、例

えば福祉用具につきましては、ある程度指定された業者さんがおいでで

すので、福祉用具を買うところですね。そういった方々に説明というこ

とが一つ。それは、可能というふうに考えます。一方で、その住宅改修

につきましては、今お話しのとおり指定されているわけではございませ

んで、どなたでもというかそういう業者さんがやれるということになり

ます。 

      どういったふうに開始をしたらいいかということで、それを熱心な医

療機関の方はそういう指導もするとかいろいろありましたけれども、そ

ういう状況でどういった改修をしたらいいかということについての指導
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といいますか、必要以上のことをやる必要はないわけでございますから、

そういったところもあるというふうに思っております。 

      それと、どの業者さんにお願いするか全然不特定でございますので、

そういった業界の方々にこういった制度で今やっていますという周知と

いうことも必要でありましょうし、それを受ける人受けない人というの

が、業者さんとすれば１回に入ってきたほうがいいという、前回ですね。

という方もあろうかと思います。そういうことがありますので、そうい

った業者さんに対する周知徹底といいますか、そういったお知らせの期

間、そういったことも必要だというふうに思っております。 

      そういったことで、先ほど申しました、今、第５期がスタートしてお

りますので、第６期に向けて、第６期の制度を考える中でこういった状

況につきまして、利用された方、利用する方々のご意見等もアンケート

調査とかありますので、そういったご意見も聞きながら、またそういっ

た、もしやるとすれば業者さんのほうに周知とか、そういった時間帯も

設けながらやっていかなければいけないということもございますので、

先ほど申し上げました答えと同じになりますけれども、次期計画策定期

までのにその辺についていろいろ見きわめてまいりたいというふうに考

えておるところでございます。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      伊藤 勝君。 

 

１０番 （伊藤 勝君） 

      今、業者のお話もちょっと出ましたけれども、仙台市ではホームペー

ジ上でもう最初から最後まで書式として載っています。申請書を印刷す

るときの用紙、事務の概要、事務の根拠、申請方法等、さっき町長が言

っていました申請用紙、見積書及び工事内訳書、住宅改修に必要な理由

とかとこう文言が書いてあって、工事完了後に提出するもの、手数料、

郵送による申請とか事前申請で確認すること、工事完了後に確認するこ

ととかって、仙台市のホームページにはもう懇切丁寧に書いています。 

      そういう部分で、やっぱり今少子高齢化になって、本当にまほろばの
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里たいわでは224人の高齢者が待機、入所したいんだけれどもまだ待機で

いるというような状況。また、ほかの介護老人ホーム施設でも何百人と

いう人が待機している、そういう中でやっぱり私もいろいろあちこち家

庭を見させてもらうと、仕事をやめて介護、または老老介護とかってや

っぱり大変な状況に置かれているなという思いでおります。そういう部

分で、やっぱりできるだけ利用者の負担軽減を図るためにも、なるべく

こういう受領委任払いの導入を検討してもらえないかと思います。 

      町長、その辺で、少子高齢化の時代で本当に毎日、この前ある議員に

お会いしました。しばらくぶりで会ってね、やめてから会ったんですけ

れども、うちのお母さんの介護をやっていますというような話しを耳に

しました。本当に、親の面倒を見るのは当たり前かもしれないですけれ

ども、やっぱり経済的負担というのはかなり大きいものだと思います。

やっぱり、なるべくこういう高齢化社会の時代で、今本当にご苦労なさ

っている町民の方々もたくさんいると思います。その点で、何とか導入

の時期を早めるというか、６次なんて言っていないで、なるべく早目に

検討いただけないか、町長のご意見をもう一回受けます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      仙台市等、詳しくそのホームページに載っているということでござい

ますが、それだけいろいろ検討されて、そういった周知の期間等も持ち

ながらやっておられるんだというふうに思っております。ですから、前

準備があってそういう研究もされた中で、そういった書式等も設定され

てやっておられるというふうに思います。 

      家族で健康といいますか介護されている方々、そういった方がおいで

ということも承知しておりますし、そういった方々のお手伝いをすると

いうことはやぶさかではございません。そういったことでございますの

で、そういった実態調査とかそういったものをやっていく、ケアマネジ

ャーのご意見も聞きながらそれを考えていきたいということで申し上げ
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ておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      伊藤 勝君。 

 

１０番 （伊藤 勝君） 

      ぜひ、やっぱりそういう今の現状に合ったような制度をやっていただ

きたいと思いますので、ぜひ本当に困っている高齢者、そして家族のた

めに取り入れていただければと思いますので、よろしくお願いします。 

      それでは、２件目に移ります。 

      これは、群馬県の桐生市では、男女共同参画を推進するために幅広い

分野から女性の人材募集をし、教育、保健福祉、文化芸術、環境、まち

づくりなどさまざまな分野で、明確な意見を持っている女性を本人の希

望により登録し、各種審議会、委員会の政策決定にかかわる組織の人選

に役立てることや、女性の活躍の場を広げることを目的とする。各分野

に関心がある、また専門知識や技術を有している人など、個人情報保護

条例の規定に基づき管理し、女性の社会参画を本町に取り入れてはどう

か、町長の所見をお伺いいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      それでは、ただいまのご質問でございますが、大和町におきます男女

共同参画への取り組みにつきましては、平成12年７月に策定いたしまし

たたいわ男女共同参画推進プランに始まりまして、平成17年３月に大和

町男女共同参画推進基本条例を制定し、その後、平成22年３月に策定い

たしました第２次たいわ男女共同参画推進プラン、これは平成22年度か

ら26年度まででございますが、に基づく実施計画によりまして、各種施

策を実施しているところでございます。 

      また、男女共同参画を推進するためには、女性の意見を広く取り入れ
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ることが必要でありまして、第２次大和町男女共同参画推進プランにお

きまして審議会委員等への女性の登用率の目標を30％といたしまして、

この考えに沿って各審議会等の委員選考に際しましては、それぞれの知

識や経験を有する女性委員の登用を図ってきております。 

      平成24年４月１日現在の各種審議会等におけます女性委員の登用率に

つきましては26.9％となっておりまして、平成11年２月15日現在の

11.2％と比較いたしますと２倍以上の伸びになっておりますが、26年度

までの目標としております30％にはまだ到達しておらないところでござ

いまして、女性委員を選任する難しさがあらわれている状況でございま

す。 

      議員質問の女性人材リストにつきましては、各種審議会等の委員選出

はもとより、各種事業の推進に女性人材を活用するためのものでありま

して、男女共同参画の推進に資する一つの方法とも考えますが、当町に

おいてはどのような進め方が適切かなど、個人情報保護とのかかわりも

含めて研究してまいりたいとこのように考えております。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      伊藤 勝君。 

 

１０番 （伊藤 勝君） 

      本町では30％を目標として、ただ今26.9％になっているということで

ございますが、目標は30％でしょうけれども、これを40％とか45％とか

と上げていくのも大事じゃないかなと思うので、女性の意見を聞くとい

うことは大変大事なのかなと私自身は思います。いろんな部分で、男性

には見えない部分が多々あると思うので、ぜひこういう募集をやって登

録してもらって、女性の活躍の場を見つけてあげることも大事じゃない

かなと思います。 

      これは、群馬県の桐生市ですけれども、また埼玉県の入間市、また福

井県の坂井市などももう既にやっておりまして、福井県の坂井市ではも

う二十歳から次の分野に関心のある方を募集するというようなこと、先

進地で取り組みをやっております。 
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      この人材リスト登録表によっていろんな取り決めがあるようでござい

ますが、そういうことも含めぜひ男女共同参画の部分で研究していただ

いて、本町にも取り入れていただきたいなと思います。 

      もう少し、町長、30％じゃなくもう少し上げるとか、目標にもう少し

近いんですけれども、26％まで来ているということで、ちょっとお伺い

いたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      30％という目標でございますが、これにつきましては男女共同参画の

推進プランの中で、女性の進出が少なかった段階で一つの目標として

30％と挙げたところでございます。これは、30％でいいというものでは

なくて、何％でもいいんだと思うんです、そういう方がおいでであれば。

決して、女性だから30％ぐらいということではなくて、逆に女性のほう

が60％、70％であっても、ふさわしい人があれば、それは何もそれです

ばらしいことだというふうに思っておりまして、決して30％にこだわっ

ていることではないんですが、この計画の中で一つの目安という考え方

でございますので、そういう人材が多ければ多いほど、男女問わずそう

いう方々にはいろんな形で参加してもらいたいというふうに、このよう

に考えております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      伊藤 勝君。 

 

１０番 （伊藤 勝君） 

      ぜひ、登用していただいて、研究していただきたいと思います。 

      それでは、３件目に移ります。 

      申請書届け出様式のダウンロードサービスについて。 

      本町のインターネット上で取り扱う申請、届出書様式などを掲載し、



 

２５０ 

申請事務などの手続の流れや審査の目安、標準処理期間など、分野別、

担当課別で探すダウンロードサービスを取り入れ、町民サービスの向上

に取り組むべきではないか。また、本町のホームページ上、内容を充実、

情報や特集をもっと掲載すべきではないか、町長の所見をお伺いいたし

ます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      それでは、ただいまのご質問でございますが、当町の申請書様式等の

ダウンロードサービスということでございましたが、利用頻度の高い住

民票、戸籍証明、税証明及び閲覧申請書をホームページから取得するこ

とができる状況に、大和町では今現在その状況でございます。ホームペ

ージからダウンロードした申請書による申請件数は、住民票関係、税務

証明関係ともに月10件程度となっておりまして、大部分は町外の方が郵

送で申請される場合に利用されております。このほかの福祉医療等に関

する各種サービスにつきましては、ホームページ上の各項目で内容を詳

しく掲載しておりますが、様式等ダウンロードできる環境にはありませ

んで、担当課に問い合わせていただく形となっております。 

      本町のホームページにつきましては、自作で作成しておりますので、

他の市町村のホームページと比べますとトップページから違う形、要す

るに独特なゆえにほかの町村と違うといいますか、そういった独自性の

強いものでございまして、他市町村のホームページはほぼ同様の内容で、

全国どこの市町村でも同じ箇所から調べることができる状況にあります。

どのような形式のものがよいかの判断は利用している方々によりさまざ

まのようでございますけれども、議員お話しのとおり町民の皆様にとっ

て一番利便性の高いものを、これを提供したいと考えております。 

      ホームページの形式の検討とあわせまして、申請書様式等のダウンロ

ードにつきましても利用頻度等を調査しまして、利用可能な様式等はダ

ウンロードできる環境を整備してまいりたいとこのように考えておりま
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す。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      伊藤 勝君。 

 

１０番 （伊藤 勝君） 

      本町のホームページを見ると、入札関係は随分丁寧に載っているなと

思っております。ところが、ほかだとちょっと弱いのかなと見ておりま

す。自作でやっているということで、もう少しホームページをもっとよ

りよいものにしてもいいのかなと思います。 

      まず、町章があって、町の花、町の木とかと載っていて、町長のご挨

拶が載っていまして、町長のご挨拶も多少変わったのかな。前と違うか

ちょっとわからないですけれども、こういうこともある程度、やっぱり

時の流れというか月の流れで多少変わってくる部分もあるので、こうい

うこともやっぱり変えていく必要もあるし、「よろず掲示板」だって…

…。震災からあと５日で２年になりますけれども、職員の皆様、きのう

のテレビでは随分入院等休んで職員の方がご苦労なさっているというの

は、宮城県のテレビ、県で調べたニュースの中に昨年より震災後のほう

が、職員が休暇をとっている数が多いみたいな、２倍近くなっていると

いうことで、本当に職員の皆さんにはご苦労をおかけしておりますけれ

ども。 

      また、この「ようこそ宮城県大和町のホームページへ！大和をごゆっ

くりお楽しみください。」ということで、「あなたは開設から138万

4,153人目のお客様です。」とかと平成９年４月からもう全然変わってい

ないって、やっぱりこういうところも５年刻みとか３年刻みで変えてい

くのも必要なんじゃないかなと思うんですけれども、ぜひ仙台市とか宮

城県を見ると本当にいろんな分野で細かく本当に、福祉、教育、交流、

産業、仕事、社会資本とかいろんな部分で載っていますので、町民サー

ビス当たり前なんですけれども、今、定住促進で何を見て大和町に来る

かといったら、やっぱりこういう情報がなければインターネットしか、

町外から来る人はそれしか情報がないので、大和町のやっぱりよさをも
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う少しアピールするべきじゃないかなと思うんです。そういう部分で、

町長、いかがでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      ホームページの内容ということでございますけれども、先ほど申し上

げましたとおり大和町のホームページは職員で立ち上げて、かなり早い

段階でつくり上げたものでございます。それだけ独自性のあるものだっ

たということに思っておりますが、そこから記事の内容とか内容はもち

ろん変わっているんですが、そのパターンといいますかそれについては

余り変わっていない状況でございます。もちろん、スタートからの内容

に新しいものも加えてきているところもあるんですが、基本的なことは

ずっと同じだったという経緯がございます。 

      独自性があるということで、例えばほかの業者さんがつくるホームペ

ージですと、ある程度ここに行けばここに行くといいますか、つながり

が意外にあるといいますか、だから他町村のを見てもぱっと行けるとい

う状況があるのですが、そういった意味では大和町の独自性があるがゆ

えのほかのパターンとは違う状況にある部分はあるというふうに思って

おります。 

      お話しのとおり、今は情報の提供とかそういったものにつきましては、

このホームページなりそういったものが、インターネットといいますか、

大切なところでございますので、その内容等につきましては工夫をしな

がらよりよい、わかりやすい情報を提供するということが大切だという

ふうに思っております。 

      どういうふうに直すかとか、そういったことは今申し上げることはで

きませんけれども、わかりやすい情報の提供、そういったものを心がけ

ながらホームページについて今後取り組んでまいりたいとこのように考

えます。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

      伊藤 勝君。 

 

１０番 （伊藤 勝君） 

      ぜひ、今取り組むということでありましたので、ぜひ取り組んでいた

だきたいと思います。 

      最後になりますけれども、現在、議員控室に設置されているパソコン

の立ち上がりにすごく時間がかかり過ぎて、また事務局職員のパソコン

で「これ、出して」と言うと、なかなか職員も仕事に支障を来している

んじゃないかと私思います。私も今、光を使っていますけれども大分早

いです。今、設置してあるパソコンはいつ購入したのかちょっとわから

ないですけれども、その辺、町長、職員もやっぱりなかなか砂時計が出

てきて前に進まないのでは、状況的に厳しいんじゃないかなと思って、

仕事に差し支えがあるんじゃないかと私は思うんです。そういう部分で、

やっぱり町が本当に一番大事な部分なので、やっぱりホームページを立

ち上げするのに新型の、最新のパソコンを設置していくことも大事じゃ

ないかなと思うので、その辺、町長のご意見をお伺いします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      大和町も今、光は使っておるんですけれども、かなり今６年目か７年

目ということで、そういった部分では重くなっているといいますか、そ

ういう状況にございます。 

      パソコンの交換ということでございますけれども、これは一遍にはで

きないものですから、順次やっていかなければならないというものだと

いうふうに考えておりますけれども、１回やれば何千万円、億近くなっ

ちゃうものですから、その辺は計画を持ってやっていかなければいけな

いと。重くなっているというものは私も感じておりますけれども、今

「じゃあ、はい、すぐやります」とはなかなか言える状況でもありませ
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んので、順次計画的にやっていきたいというふうに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      伊藤 勝君。 

 

１０番 （伊藤 勝君） 

      ぜひ、職員の皆さんが仕事を喜んでやれるような状況下をつくるのも

町長の役目だと私は思います。ぜひ、その点で財政的負担がかかる部分

がありますので、一気には無理なので、徐々にとかというそういう改善

をしていただければなと思っております。 

      これで、私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうござい

ました。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      以上で伊藤 勝君の一般質問を終わります。 

      途中になるかと思いますが、２番浅野俊彦君。 

 

２  番 （浅野俊彦君） 

      ただいま議長からお許しをいただきましたので、通告に従いまして２

件６要旨、質問させていただきたいと思います。 

      まず、１件目でございます。 

      従来地域活性化の調査研究状況はということで質問させていただきま

す。 

      昨年６月の定例議会におきまして、従来地域、宮床、吉田、鶴巣、落

合、吉岡旧市街地での少子高齢化並びに就労世代と小中学生の減少によ

る地域活力の低下を問題提起させていただき、環境保全、防犯、文化継

承等の観点から子育て支援住宅整備など新住民の定住化対策というのを

提言させていただきました。あれから早いもので約９カ月経過しておる

中で、その当時のご答弁では他市町村での実施事例や効果を調査研究す

るというご答弁でありましたけれども、９カ月経過した中で以下の３要

旨につきまして質問させていただきたいと思います。 
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      １番が、調査研究をした他市町村はどこであったのかと。 

      ２つ目としまして、導入済みの他市町村のメリット・デメリット、こ

れを研究した結果、どのようにまとめておられるのかと。 

      ３つ目といたしまして、当町での導入の見通しはということで、この

３点に関しまして町長のご答弁を求めます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      ただいまのご質問にお答えいたしますけれども、昨年の６月に市街地

外、従来地域といいますか、の活性化対策が急務ではとのご質問をいた

だきまして、活性化策の一例としての子育て支援住宅整備について、事

例や効果を調査研究しているところである旨のご回答をいたしました。 

      本町は、平成25年１月で9,832世帯、２万6,603人に達したところでご

ざいまして、杜の丘地区や吉岡南第二地区を中心とした若い世代の転入

が著しくなってきております。第４次総合計画の人口フレームにつきま

しては、平成27年に２万8,200人、目標年次の平成35年には３万人として

おりまして、ほぼ計画に沿った形で人口の伸びを示しております。しか

し、町内全般を見渡しますと、振興団地での転入増加があるもののその

他の地区では人口減少が続き、人口増加地区と減少地区の二極化が進ん

でおります。従来の地区は少子高齢化が進み、後継者の不足や子供の減

少により地域のコミュニティー活動の参加者の不足や農地、山林、公共

施設などの管理への支障、伝統文化の継承者の不足などさまざまな問題

の提起がされております。 

      このような状況から、町づくりの方向性は２つに分類されまして、若

い世代の多い地区につきましては子育て支援、保育所、児童館、学校等

の整備が急務となっております。また、従来の地区におきまして地域コ

ミュニティーの維持が必要であり、行政としての支援策を講じる必要が

あると考えております。人口減少の背景には、若い世代が転出していく

減少があり、高齢者の割合が高い地域となりまして、その背景には生活
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環境や子育て環境の不足要因があります。そういった中で、議員の皆様

からご提案をいただいている子育て支援住宅整備は、重要な施策の一つ

であると考えております。 

      これまでの調査研究の内容についてでありますが、色麻町に事例では

定住促進団地分譲として町の活性化を目的に、町外に住んでいる方で小

学生以下の子供のいる世帯を対象に、定住宅地に自己の住宅を建設した

場合、宅地は10年間無償貸与とし、期間が満了した場合には無償で譲渡

するものでございます。この制度は、病院跡地を町が土地利用の検討を

した結果、定住対策として活用することになり、町に永住することを希

望している方に、地区の行事に積極的に参加するなど申し込み資格要件

を定め募集した結果、現在６区画のうち４区画が分譲され、定住促進が

図られております。 

      また、このほかに地域活性化住宅がございまして、入居条件としまし

ては同様に町外の居住者で小学生以下の子供がいることなどとなってお

り、２階建ての建物４棟に30戸分を建設いたしましたが既に全戸入居し

ている状況にあり、この住宅には子供が50人から60人入っておりまして、

地域活性化に大きく貢献している状況にございます。この住宅は、民間

ハウスメーカーが建設を行いまして、建設費用を30年間分割し、家賃収

入と町からの支出で償還するものとしておりまして、30年経過すれば町

へ無償で譲渡される内容となっております。 

      メリットとして挙げられる点でございますが、この住宅建設によりこ

れまで人口減少していたものに歯どめがかかり、現在は横ばいに持ち直

し、子供の数の減少にも歯どめがかかり、さらには税収の増につながっ

たとお聞きしております。若い世代は、子育て期間中の住宅取得には大

きな負担となることから、これらの費用の一部を負担することが大きな

魅力となり、転入のきっかけとなっているのではないかと見ており、デ

メリットは特にないと伺っております。 

      また、大衡村や利府町では、雇用促進住宅を譲り受けまして、町村内

の企業に就職をする方を対象に定住促進住宅として入居者を募集してお

ります。このほか、全国の市町村においてさまざまな定住促進対策や子

育て支援対策を講じており、公営住宅を子育て支援対象世帯へ低廉で貸
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し出すものや子育て期間中に家賃を補助する制度、戸建て住宅を建設す

る費用の助成、宅地取得費用の一部を助成するなど多岐にわたって制度

が展開されております。 

      ご提案のありました子育て支援住宅は、従来地域への対策として研究

を行っておりますが、都市計画区域の市街化調整区域内は住宅建設の制

限があるため、建築可能な都市計画区域外を対象として研究を進めてお

りまして、子育て環境や生活環境の不足要因、転入される方が長く住み

続けられる環境の整備など慎重に検討し、宅地分譲する場合の応募者の

見通しを立てていきたいと考えております。 

      また、これらの方法以外にも本町に合った制度がないか研究を進め、

さらには従来地域での人口減少に対し、地域活性化対策をあわせて整備

しながら進めてまいります。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      浅野俊彦君。 

 

２  番 （浅野俊彦君） 

      まず、１要旨目になりますけれども、調査研究した他市町村というこ

とでいきますと、先ほど色麻町の定住促進団地の分譲でありますとか地

域活性化住宅、いわゆるこれはやまびこ住宅と言われている住宅だと思

いますけれども、でありますとか、大衡村、利府町の定住化促進住宅が

挙げられました。 

      そこで気になりますのが、具体的に現地調査を行ったのかどうなのか

ですね。あくまでも条例上のみの確認またはホームページ上の確認に終

わっていないか、確認させてください。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      現地には行っておりません。現場を見たとかそういうことではないわ
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けです。あとは、もちろんホームページとかでは見ておりますけれども、

あとは直接の連絡、役場とのですね。その辺の聞き取り調査ということ

でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      浅野俊彦君。 

 

２  番 （浅野俊彦君） 

      ただいまのご答弁、非常に対応が遅いのではないのかなと思われます。

その一つの要因が、昨年６月に私が一般質問で取り上げさせていただい

ておりましたけれども、過去の議会だよりをひっくり返してみますと、

特に色麻町の案件に関しましては平成22年の９月の定例会におきまして、

現堀籠日出子副議長が色麻町の定住促進住宅等の問題を提起され、その

結果として今後の課題を整理していくというような話で、もう既に２年

以上前に問題提起をされております。基本的に、新しい事業をやるに当

たって、やはり自分の足を、または職員みずから現場を確認して効果が

あるのかないのか、並びにどんな財政的な措置で事業を行ったのか等、

確認すべきではないのかなと、そういう段階に来ているのではないかな

と考えますが、いかがでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      いろんな現場を見るということは、大切なことだというふうには思い

ます。ただ、まだやっていないということでございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      浅野俊彦君。 

 

２  番 （浅野俊彦君） 
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      現場のほうをまだ確認されていないということでのお話しでございま

したけれども、されていないイコール早急な課題という認識をまだなさ

れていないではないのかなと私は考えます。という意味で、きょうは皆

さんに両面刷り１枚及び片面刷り１枚の資料を配付させていただいてお

ります。 

      私が、緊急課題ではないのかなと思われるところで、まず１枚目のこ

の棒グラフをごらんいただきたいと思うんですけれども、こちらに町民

課で調べました平成15年から25年までのいわゆる従来地域の人口数の推

移をグラフ化しております。棒グラフが全地域の推移でございまして、

折れ線のグラフが、これ、合計数になっておりまして、右側のスケール

になります。こちらで言えますことは、手書きで書かせていただいてお

りますけれども、吉田地区におきましては541人減、鶴巣地区におきまし

ては380人減、落合地区に関しては244人減。ただ、落合地区に関して言

いますと、集計上、まいの地区の住宅等の整備をした団地の人数も含ま

れていると思われますので、従来から落合にいる方の減少数というのは

さらに大きいのではないのかと思われます。あと、宮床と小野地区に関

しては168名と、トータルで1,333名が減少しているというような状況で

ございます。 

      こちらを、下のグラフになりますけれども、人口率に推移ということ

でグラフ化をしております。平成15年の数字を、こちらを100％とした場

合にどれだけ減少しているのかということで見ていただければよろしい

かと思いますが、吉田地区では18.4％減、鶴巣地区におきましては

13.9％減、落合地区においては12.2％減、宮床の地区においても8.1％減、

トータルでいって13.7％減というのが現状でございます。 

      このグラフをごらんいただいて、緊急に手を打たなきゃない課題では

ないかという認識を私は持つんですが、これは私のみならず全議員また

はその従来地区に住まわれている住民皆さんの思いではないかと思いま

すが、町長はそのように見られませんか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 
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町  長 （浅野 元君） 

      人口の減少につきましては、数字にあらわれているとおりでございま

す。大和町の場合、ほかとちょっと違うところは、町内での移動もある

んです。それで、全体が少なくなっている町と、大和町一部ではありま

すけれども全体としてはふえている中で町内の移動とかがありまして、

その辺については少々ほかの町村というか減少の町とちょっと違った課

題があるのではないかと。減っていることについては、間違いなくそう

いった議員のお話しのとおり課題のあるところでありますけれども、大

和町独自と言ったらちょっと違うかもしれませんけれども、そういった

課題もあるというふうに思っております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      途中ですが、暫時休憩します。 

      再開は、午後１時とします。 

 

         午後０時００分  休 憩 

         午後１時００分  再 開 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      再開します。 

      休憩前に引き続き会議を開きます。 

      ２番浅野俊彦君。 

 

２  番 （浅野俊彦君） 

      それでは、簡単に午前のお話をちょっと私なりに整理させていただく

ところから始めさせていただきたいと思います。 

      まず、昨年６月の議会でご提案させていただきました子育て支援住宅

等を従来地域の人口対策、活性化というところに関しまして、どのよう

な市町村を調査研究されたのかという件に関しましては、近隣の色麻町

並びに大衡村、さらには利府町に関してあくまでも紙面並びにインター
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ネット等を介して、現場に足を運ばれての調査にはまだ至っていないと

いうようなお話で、さらには現状の人口動向を鑑み、緊急な課題ではな

いかというところをご提案させていただいたわけでありますけれども、

その午前の答弁の中では従来地域のところが減少傾向にある中、若い世

代がどちらかといいますと整備された団地に流出、転出されていく傾向

がどうもあるというお話をされておりましたけれども、これ、言いかえ

れば、私が思いますには、やっぱり従来地域に生まれた次男または三男

さん、そこの地域に住みたいなというふうに思っても、都市計画法に伴

う市街化調整区域等の話もあり、うちを建てたくても建てられないとい

う状況も一つの要因ではないのかなと思いますが、まずは午前中の私の

理解が正しいのかどうかというところで、確認のため町長にお伺いした

いと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      今、ご説明というか要旨をまとめられたという中だというふうに思っ

ております。最後に申し上げた町内で移動があるといった部分、それに

つきましてはおっしゃるとおり調整区域とかそういった部分の課題もあ

ると思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      浅野俊彦君。 

 

２  番 （浅野俊彦君） 

      それでは、先進地として色麻町の調査を行ったというお話を伺いまし

たけれども、我々議会も議場で問題提起並びに施策の提案をさせていた

だいている以上、いろいろな調査も進めさせていただいております。そ

の中で、例として挙がっておりました色麻町ですけれども、色麻町が子

育て支援住宅並びに定住促進団地の分譲に当たって、実現においてどの
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ような過程でやったのかというのをいろいろ調べていった中では、問題

意識を持った職員の方が熊本県の玉東町というところでの事例を耳にし

て、じゃあどんなことをやったのかなというので視察に行きたいという

話を持ち出した際に、「いや、いい話なんで」ということでその話を聞

きつけた町長みずから玉東町に行かれ、視察をされて、今の施策実施に

至っていると聞いております。 

      そこで、我々も全議員やはり緊急な課題であろうと思われる中で、た

またま日程の都合もありまして有志９名にはなりましたけれども、玉東

町のほうの視察に行かせていただきました。２枚目にお配りしたこちら

の資料ですね、これが私なりにまとめさせていただいた玉東町の視察の

結果でございます。中でも一番すごいのは、一番上に国土交通省からの

社会資本整備総合交付金がついたという話がありますけれども、ある意

味、どうもこれは後からついたお話らしく、問題意識を持って人口増加

にどう融資策を行おうかという話を職員、並びに町長主導で進められた

結果で実施された話と伺っております。 

      話としては、行政側が事業者または個人に20年以上もつ建物というこ

とでＰＦＩの手法をとられ業者側の選定を行い、行政としては入居者に

住宅の貸し付けを行うわけですけれども、もちろんこの住居者からは家

賃収入をいただくんですが、ここはその子育て支援住宅というところで、

通常支払われる相場の家賃収入よりも子供の人数またはその学年に応じ

て減免をして、その部分を町の事業費で行っていく事業でありますけれ

ども、町側としては町営の土地を無償貸与して、実際の維持管理、修繕

は入居者と事業者に直接やってもらうという意味では、町側での日常の

やりとりは住宅貸し付けによる家賃収入。その分を、プラスあと足りな

い分を補塡する形で、貸し付けた分の借り上げ料として支払うというよ

うなやり方でやられております。 

      具体的なところでいくと、５期に分けての事業になっておったそうで

して、実際に今現在１億6,000万円の借り上げ料が発生している中で、入

居者からの家賃収入としては1,000万円、したがってその差額分の1,050

万円、したがって差額の552万円が行政負担になっている部分であります

けれども、そのうちの半分の0.5％、これを国土交通省の社会資本整備総
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合交付金から給付を受けて、町側の負担としてはトータル276万円になる

んですが、実際にはこれ、世帯数が今25世帯ありまして92名の人が暮ら

しているという中で、世帯割をした場合には１世帯当たり11万400円にな

ります。11万400円。ただし、この11万400円になるわけですけれども、

じゃあ町側としてはどうなるのかというと、この赤いラインで示させて

いただいているとおり、あくまでも建物に対する固定資産税の納付であ

りますとか、所得税のもちろん納付もあるわけですし、さらに住居者の

方々からはもちろん住所を移していただくわけで、町県民税並びにその

他の税金の納付もあるという中では、１世帯当たり11万円とこれは大分

また薄まるんでないのかというようなお話でございました。 

      地理的に言いますと、宮城県の県庁所在地の仙台市、政令指定都市の

仙台市から車で三、四十分というのが我々大和町になるわけですけれど

も、こちらの熊本県の玉東町も熊本県の県庁所在地の熊本市から車で三、

四十分というところで、地理的にも非常に似ていて、唯一我々にないも

のというところで考えますと、ＪＲの鉄道の駅が向こうにはあるんです

が、こちらにはないという中でも、そこが１点、地理的なところで弱点

になるところになるかもしれませんけれども、これだけ企業誘致が進ん

でいる中、やっぱり職住隣接の環境も整っている中、当町での導入には

メリットが大ではないのかなと思いますが、いかがでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      ただいまの熊本県の玉東町の例を挙げてご説明いただきました。この

制度、私も存じ上げておりますというか、あくまで見てきたわけではご

ざいません。 

      色麻町さんでここをモデルにしたというのは聞いておりまして、色麻

町長からはこういう方法でこういうことをやりたいとやり始めにお話し

もありましたし、この玉東町という名前まではちょっと記憶になかった

ですけれども、現地のほうでいろいろそういったモデルがあるのでとい
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う話も聞いております。その中で、こういった制度、新しい、あのころ

は取り組む必要がこの辺では余りなかった制度ですから、ああそういっ

たやりかたもあるんだなと、一つの方法としていい方法だなということ

も思っていたところでございます。 

      今、やり方についていろいろ説明がございました。国交省の補助につ

いては後からついたというのも、それも聞いております。当時、過疎で

はないんですが、そういった対策という形の中で新たに申請をした中で

そういったものもプラス、制度として使われたということ。それから、

住宅メーターさんが色麻さんにおありでしたので、その住宅メーカーさ

んと色々そういった共同で、住宅メーカーさんも地元の自治体に協力し

ようというふうな非常に好意的なものがあったという話も聞いておりま

す。 

      方法につきましては、今議員お話しのとおりでして、そういった補助

金または住民の方の負担といいますか、それもある中、町の負担はでき

るだけ少なくした中で、そういった方々に住んでいただくという方策、

これは非常にいい方法の一つだというふうには思っておりまして、この

方法についてはお話しのとおりだというふうに思っております。 

      これを大和町でということ。これも一つの方法だと私も思います。こ

れが全て、これで決まりというものではありませんけれども、ですから

先ほども申し上げましたけれども、そういったモデルの一つとしては見

ておったということでございます。また、その場所の問題ですね。玉東

町が大和町ぐらいと同じくらい県庁所在地に近いエリア、そういったこ

とについても、ＪＲはないというデメリットといいますか、向こうさん

よりは弱い部分があるということもありますし、そのことについてもそ

うだろうなと。また、我々が考えるとすれば、大和町に企業さんも来て

おりますので、企業さんに勤めている方という対象にもなるんだろうと

いうふうに思っております。 

      先ほど申しましたけれども、この方法につきましてもう一つのその色

麻でやっている土地を売る方法とか、あとこういった形の建物を、今Ｐ

ＦＩがちょっと当時とは違っておりますので、この当時はＰＦＩという

のが非常に取り上げられた時期でして、なかなか何十年という先が見え
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ない中でのああいう新しい取り組みということで非常に注目された時期

でした。それが悪いとか何とかではないんですが、ＰＦＩだけではなく

ていろんな方法があるというふうに思っております。ですから、そうい

った意味ではこういった住宅をつくって安く提供をしてという方法も、

これもいい方法の一つだということは、そのように同じような考えに思

っております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      浅野俊彦君。 

 

２  番 （浅野俊彦君） 

      確かに、このところＰＦＩの問題もクローズアップされてきている中

で、ＰＰＰというやり方でもう少し官が入って管理をした中での運用の

形態を始めている、国でありますとか市町村も出てきているやに聞いて

おりますけれども、まずこのやり方で一つやっぱりいいのは、公営住宅

法によらずに町の裁量で決められるという点が一つあると思うんですよ

ね。やっぱり公営住宅は、ある意味低所得者に住居を提供するという縛

りと言ったらあれですけれども、そういった責務がもちろんある中で、

これに関してはそういった制約がない関係上、町の裁量でどういう方に

入っていただくのかというのをある意味選べて、実際に現地、現場のほ

うで確認させていただいた中では、もちろん所得が、職業がもちろん安

定されていて、収入もある程度安定されている方というところからいく

と、今現在事業を始められて数年になるわけですけれども、未収も全く

ないと。もちろん未収にならない方を入居者に選んでいらっしゃると。

さらに、地域の住民の方々とうまく共存していただくという意味で、実

際の入居者の選定において、行政の方のみならず最終的な面談というと

ころでは、そこの町内会のいわゆる区長さん方にも入っていただきなが

ら、じゃあどのご家庭の方に入っていただくのがいいのかという面談ま

でされているというお話しでございました。 

      一つの方法としては、問題がないのではないかというところでは、あ

る意味町長とも意見が合ったところではあるかと思いますけれども、あ
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とは時期的なところですね。というところで、非常に我々議会議員とし

ては緊急な課題ではないかというのを午前中にもお話しさせていただき

ましたが、人口の推移のみならずお配りした資料の裏の面になりますけ

れども、こちらに「今の吉岡小学校と小野小学校を除く」になっていま

すけれども、小学校の全児童数の推移を１枚上に提示させていただいて

います。ごらんいただいてわかるとおり、一番多い鶴巣小学校でも100人

を今切りそうな勢いであります。今後の動向として、じゃあ下のグラフ

になりますけれども、新入児童、今の６歳児から１歳児までの子供たち

がどれだけいるのかというのをこちらの表にさせていただいていますが、

鶴巣で多くても14人とか16人とか、そこからまた減っていくような状況

であります。もちろん、これからすぐにじゃあこの年代をふやせるのか

といった場合に、決してふやせる話じゃないと思うんですよね、今のま

までは。ある意味、今お子さん方がいらっしゃる家庭の方に定住いただ

き、そこで大和町のよさを知っていただいて、将来的に町内のどこかに

マイホームを設けていただくというのが一番理想なのではないかなと。

そういう意味での１世帯当たりの10万円程度の、ある意味そういった事

業も必要なのではないのかなと考えます。 

      こちらの児童数というところからいきますと、従来地区の今住んでい

る皆さんがやっぱり非常に気にされているのが、このままでは学校がな

くなるんじゃないのかなというのを非常に気にされているんではないか

と思います。私としては、やはり学校というのはもちろん子供のためで

はありますけれども、子供のみの利便性を享受するわけではなくて、地

域に住まわれているお年寄りの方でありますとか大人の方でありますと

か、皆さんのやっぱり一つの力になるのかなと思われます。という意味

で、基本的にやっぱり小学校は各地区に私はあるべきではないのかなと

考えますけれども、町長はどのようにお考えになりますか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 
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      まず、このアパートといいますかについてでございましたが、先ほど

申しましたけれどもこういった方法も一つあるということでございます。

これで、ちょっと私が思うのは、これは小学校の子供とか小さい子供が

いるときに入ります。そして、ある一定になったら出るというか。そう

した場合に、その方が議員のお話しのとおりその地域に住んでもらうと

いうのが非常に理想の形といいますか、それが一番の目的だと思います

が、その後についてどうなのかなというのがちょっと一つ課題としては

あると思います。 

      それから、そのあいたところにまたそういう方が入ってくるというこ

とになりますので、そういったローテーションといいますか、そのため

にはこういった学校の話にもなってくるわけでございますけれども、こ

ういったアパートがそれなりに学校に近いとか、またはそういった生活

エリアに近いとかという条件があるんだろうなというふうに思います。 

      もう一つ出てくるのが、さっきおっしゃった調整区域の関係です。大

和町は調整区域もございますので、そういった中で今度は場所のものに

ついて、そういった細々とそういう課題もまだまだあるんだなというふ

うには認識しておるところでございます。 

      だから、方法としては、これも先ほども我々が申し上げたのも方法の

一つということで、この玉東につきましては先ほど申しました、私も以

前から聞いておるところもありますし、今ご説明いただいた中でもあり

ますので、いい方法の一つと思うところです。 

      それから、学校の問題ですが、いいのですが、次の一般質問の中にも

ちょっとあったようなところがございましてあれですが、基本的に今の

状況で中学校は再編をいたしました。２校という形で進めております。

それで、大和中学校、宮床中学校ということでございますが、小学校に

つきましては現在複式とかという課題はあるのですが、やっぱりおっし

ゃったような地域のいろいろな意味で大切な組織といいますか、そうい

ったものでもございます。子供たちのことも考えていかなければいけな

いところではございますけれども、基本的に今の段階では小学校という

のは各地区、今あるような体系がいいのではないかというふうに考えて

おります。 



 

２６８ 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      浅野俊彦君。 

 

２  番 （浅野俊彦君） 

      小学校は、各地区に根差した中で子供たちをともにみんなで育ててい

くというような環境が必要だというところでも、町長とは意見が一致し

ているという理解をさせていただいております。そういう中で、やはり

教育を受ける環境の中、確かに少人数制のよさはよさでありますが、と

はいえ５人、10人でいいのかというところを考えますと、将来的に社会

に出て高校または大学に入った場合には、急に40人以上のクラス、１学

年何百人の中で生活しなきゃないという中で、ある程度の集団生活を覚

えてもらうという意味でも、ある程度のやっぱり人数は必要ではないか

と考えます。 

      そういう意味で、いろんな手法はいろいろあるんだとは思うんですけ

れども、一例として玉東町の調査させていただいた件をお話しさせてい

ただいていますけれども、ある意味小学校のある程度の人数規模を維持

するということ及び従来地域の環境保全、または文化の継承という観点

でも、ある程度の人数を維持していかなければやっぱり守れないという

中で、住宅をある程度ふやさなきゃない、何らかの手を打たなきゃない

というところでは、町長とも意見は一致していると思いますが、あとは

いつを目指してやるのかと。具体的にどんなふうに進めていくのかとい

うところが非常に課題だと思いますが、まず紙面上の、または条例のみ

の調査では、本当に何が問題なのか見えない部分もあると思いますけれ

ども、今後どういう形で調査を進めていただくお考えなのかお聞かせ願

います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 
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      この件につきましても、以前からお話ししているとおり、先ほどの回

答でもお話ししましたけれども、この支援住宅というものにつきまして

は非常にいい政策であるということは申し上げております。以前から議

員さん方からもいろんなご意見をいただいておるところでございますの

で、先ほど申しましたとおり大和町のどのエリアかとかそういった土地

の関係とか、そういったものを含めて今進めておるところでございます。 

      いつというところまでは明言はできませんけれども、具体的な形とい

いますか、まず全てのエリアで一度というわけにはいかないとも思いま

すし、そういったことも含めて協議といいますか、現在進行形というこ

とでご理解いただきたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      浅野俊彦君。 

 

２  番 （浅野俊彦君） 

      現在進行形というお話しではありますけれども、私も質問させていた

だいたのが昨年の６月、あれから９カ月。それ以前のお話しもさせてい

ただくと、先ほどもちょっと申し上げましたが平成22年の９月の定例議

会では、堀籠副議長が同じような趣旨での質問をされ、それ以前には平

渡議員も同じような質問をされているというふうに伺っております。と

いう中、具体的なまずは現地調査でありますとか、そういった指示をい

つお出しになるのか、再度、強いその辺の前向きなご答弁を期待してお

りますが、お願いできないでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      調査の指示はもうやっているところでございまして、現地調査という

お話でございますけれども、指示はやっておるところです。ですから、

調べているということ。 
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      それから、議員さん方からもいろいろご提案があった中で、平渡議員

さんとか堀籠議員さんからありました。その間のいろんな経緯があった

中で、町としてもそういった取り組む方向に、最初からではなかったと

言ったら申しわけないですけれども、研究を重ねた中でそういう段階が

来て今があるということですから、その辺はご理解をいただきたいとい

うふうに思います。 

      いつとかというお話になりますと非常に窮屈になるというか、やる気

がないということではなくて、そういうふうにやると非常にあれですけ

れども、ここまでやると言って進めてきている中で、こちらの前向きな

姿勢もご理解をいただきたいと思いますけれども。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      浅野俊彦君。 

 

２  番 （浅野俊彦君） 

      前向きに検討ということでありますけれども、やはり実際の募集を考

えた場合、実際にお子さんがいらっしゃる方に来ていただくわけでして、

学校でありますとか幼稚園でありますとか、そういった意味でいきます

と途中で転校というのもなかなか、学力的なところを考えても大変なご

負担をかける部分もあるかと思いますので、やはり早ければ早いにもち

ろんこしたことはないと思いますけれども、４月なりからの実施という

ところを目指して考えると、来年に向けてやるのかそれとも再来年に向

けてやるのか、もう段取りをしなきゃないような、していただきたいな

と思うわけでありますし、我々議会としては我々議員もぜひこういった

施策に関しては応援をしたいなと思いますので、一気に大きな建物は要

らないと思うんですよね。 

      いろんな地区に、まず実験的にでも構わないと思います。余り大きな

建物を最初から期待しているわけではありませんので、試験的にでも早

急に具体化をしていただきまして進めていただきたいと思いますけれど

も、そういう意味でご答弁いただいている中でもどちらかというと都市

計画法の絡みでありますとか、もちろん課題はあるかと思います。ぜひ、
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その課題があってできないという話ではなくて、いかにやったらやれる

んだという意味で、計画法の都市計画区域の見直しなり関係省庁といろ

いろ、またはこれは県知事の管轄になるかと思うんですが、県のほうと

も協議いただきながら、ぜひ具体化を進めていただきたいと再度ちょっ

とお願いをして、ぜひ進めていただきたいなと思います。繰り返しで申

しわけありませんが、ぜひ進めていただきたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      今、小さな建物というお話ですけれども、これを建てるということで

はなくて、方法の一つとしてというお話を申し上げたので、そこを誤解

なさらないようにお願いしたいと思います。 

      それから、入居するに当たって学校の関係もありますので、４月から

とかそういったことは当然募集するに当たっては、そういったことをし

っかり考慮しながらやっていかなければいけないというふうに思ってお

ります。 

      それから、土地計画法とかそういったものを変えるかどうか、場所の

選定もこれからですが、これは法律の問題とかがございますので、そう

いうところになってくると１年とかというものではない話にもなってく

るところもございます。「ここ、買いたいからちょっと調整区域を外し

てくれ」と言って外せるものではなく、町全体なり仙塩地区全体のもの

が絡んできますので、そういう話は非常に簡単ではない現実がございま

す。これは、現実としてですね。ですから、そういったものをクリアす

る場所でそういうのをやっていくのがベストなのか、そうでなくてもう

少し許可が可能な場所がということも、そういうことも含めて今検討し

ているということでございますので、どうぞよろしくお願いします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      浅野俊彦君。 
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２  番 （浅野俊彦君） 

      いろんな課題があって、もちろんこの場でいつというお話はなかなか

言っていただけないものだろうと思いますけれども、まずこの場で再度

確認させていただきたいのは、我々議員、皆、急務の課題であると認識

をしております。町長も急務な課題であるという認識を持っていただけ

るのかどうか、そこを確認させてください。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      非常に大事な大きな課題というふうに認識しております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      浅野俊彦君。 

 

２  番 （浅野俊彦君） 

      大きな課題としては認識いただいているわけですが、急務な課題かど

うかというところですね。その認識でいらっしゃるのかどうか確認お願

いします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      お話ししたとおり、こういうものにつきましては急務というものをど

のレベルというか、どの時期に捉えるかと。 

      この間、野田さんがいつ解散するみたいな話がありましたけれども、

ああいう言葉のあれになってくるとちょっと問題があると思いますので、

急務であるといった場合にじゃあそれがいつなのかという話にもなって
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くると、その法的な問題とか、先ほど申したようにいろんな課題がある

ということでございます。ですから、その辺につきましては大事な課題

ということでお話しさせてもらったところでございますので、ご理解を

お願いしたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      浅野俊彦君。 

 

２  番 （浅野俊彦君） 

      全く、急務といっても時期的なところは問うつもりはございません。

急務とおっしゃったから、何で来年やれなかったんだ、再来年やれなか

ったんだという話ではなくて、どういった姿勢でこの課題に向き合って

いただけるのかという意味での急務というお話をさせていただいている

だけです。そういった観点で、急務という認識をお持ちいただけるかど

うか、お願いいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      一番最初の質問でもお答えしたとおり、皆様からご提案いただいた関

係につきまして非常に重要な施策の一つであるというふうに申し上げて

おります。我々がこの言葉を使うということは、非常にそれなりの覚悟

があって申し上げておるところでございますので、よろしくお願いしま

す。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      浅野俊彦君。 

 

２  番 （浅野俊彦君） 

      我々、議員の思いも感じ取っていただいたのではないかというふうに
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理解をさせていただき、次の質問に移らせていただきたいと思います。 

      ２件目になりますけれども、予算編成のプロセスはということで、施

政方針演説を受けての質問となります。 

      新年度予算編成に当たり、継続事業については利用者の声をヒアリン

グし、見直し改善を図っていく姿勢が重要であると考えます。新規事業

については、これまでの形態にとらわれないアイデアと、当然のことな

がらその財源の確保というのが重要なのではないかと考えます。そうい

った意味で、新年度の予算編成においてどのようなプロセスで進め予算

編成されたのかという視点で、以下の３要旨を質問させていただきます。 

      主要事業、施策のヒアリング先とその方法は。 

      ２として、事務事業の見直し、改善を行ったとありましたが、その成

果のほどは。 

      ３としまして、事業の検証、評価を反映した主な事業はということで、

３点でございます。答弁求めます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      予算編成のプロセスに関するご質問でございますが、１点、「利用者

の声をヒアリングし」ということを申し上げました。これにつきまして

は、利用者に直接、町民に直接ヒアリングということではなくてという

ことで、役場内部でのヒアリングという意味でしたので、ちょっとそこ

をもしかして誤解されたとすれば申しわけなかったと思います。 

      この件につきましては３件ありますが、合わせて申し上げたいと思い

ます。 

      本年の新年度予算編成につきましては、国の動向が決定されていない

昨年の10月から第４次総合計画に基づきます「みやぎの中核都市・大

和」の実現に向けまして、スタートいたしました。編成に先立ちまして、

財源の総枠や政策的な投資的充当可能財源の把握を目的としまして、平

成25年度から平成27年度までの歳入及び歳出に係る中期財政見通しを策
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定いたしたところでございます。 

      この状況を10月26日開催の予算編成説明会で町内の各予算担当者に説

明するとともに、11月の庁議で各課長等に指示したところでございます。 

      この方針を受けまして、各担当課におきまして予算編成を本格的にス

タートしておりますが、厳しいそして不透明な状況下での認識を念頭に、

町民皆様や関係団体のニーズや動向を勘案しながら、予算原案の策定作

業が行われました。 

      12月中旬には、担当課と財政課の担当者のヒアリング、担当課から聞

くやつですね、ヒアリング。そして、主要事業及び実施計画上の政策的

事業につきましては、12月18日から25日までの５日間で私と副町長、そ

して実施計画担当の町づくり政策課及び財政課の職員が、主幹課の課長

及び担当職員から事業の概要の説明を受けまして、さらに現地調査を実

施いたしております。この説明を受けまして評価いたしました対象事業

数は156事業でございまして、金額は30億7,300万円でございますが、事

業実施を保留したものついては６事業、また事業規模の縮小等によりま

して、金額では１億8,700万円の調整を行っております。また、見直しを

行った事業につきましては、補助金に関するもの、管理委託に関するも

の、物品の購入に関するものがございます。 

      さらに、１月15日から19日まで、私と副町長による財政課との間での

最終の二役査定を実施した後に、各課に予算案の内示をいたしておりま

す。 

      その後、１月22日から23日に再度事業費の調整が必要なもの20事業に

つきまして、二役と担当課長での予算復活折衝により最終の予算案とし

て調整いたしたものでございます。 

      なお、補助金につきましても、町内での補助金見直し検討委員会を昨

年10月に立ち上げまして、６名の委員と事務局２名により町の単独事業

109事業の点検、検討を実績報告書や独自に作成いたしました評価シート

により実施いたしました。このうち、11事業にかかわる補助事業につき

ましては、繰越金が多額である等の理由によりまして補助金の削減の提

言があったところでございまして、本年度予算への反映を図り、５％の

削減を行ったところでございます。 
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      なお、厳しい財政状況下になりますので、今後とも事業内容の精査や

事業効果の一層の検証での経費削減及び新たな住民ニーズに沿った適正、

効率的な予算編成を進めてまいりたいとこのように考えております。以

上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      浅野俊彦君。 

 

２  番 （浅野俊彦君） 

      担当のヒアリングを行ったというお話は、町長または副町長がみずか

ら町民の方にヒアリングされたというお話ではないとはもちろん認識は

しておりまして、事業の執行並びにその企画に当たって、特に継続事業

で行けば担当課の課長さんまたは班長さん、実際に担当されるその下の

担当の方、主査の方が、実際にその事業に携わる町民の声をヒアリング

しながら常に改革、改善を、何らかの問題があれば、かけていく姿勢が

大事ではないかと思われます。 

      という中で、日常の業務として担当の課長さんなりまたは担当の方に、

ぜひ町民の声を、とにかくヒアリングをすべきだというような形で指導

をいただきたいというふうに、いただいているとは思いますけれども、

いかがでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      事業につきましては、当然課内、庁内でも見直しといいますか、常に

そういったものの精査をしていくわけでございますけれども、その辺に

つきましては成果またはそういったものついては、町民の方々、そうい

ったご意見は当然必要というふうに思っておりますので、それはなお徹

底してまいりたいと思います。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

      浅野俊彦君。 

 

２  番 （浅野俊彦君） 

      町民の声のヒアリングを徹底したいとのご回答でありましたけれども、

ぜひそう願うわけでありますけれども、ちょっと一例としてお話をさせ

ていただきますと、宮床中学校のスクールバスの入札案内が２月に出て

おりました。という中で、ＰＴＡからの要望事項もあり、町長との懇談

会でいろいろお話しした事項を反映しているやに聞いておりますけれど

も、入札案内をする前の段階で、ある意味担当課なりで、そのＰＴＡの

せめて役員の方とは意見交換の場を設けるべきではなかったのかと。設

けてしかるべきだというふうに思っておりまして、たまたまＰＴＡの役

員からちょっと相談を受けて、「いや、何も聞かれていないの」と言っ

たら、「特段、何もなかったんだよ」というような状況がちょっとあっ

たものですから、ぜひ特に継続事業の実施においては事業に携わる、ま

ず町民、ユーザーの声を聞くというのが一番大事なのではないのかなと

思いますので、これはたまたま一例ですけれども、そんな事実があるの

どうか、ちょっとご意見をお願いします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      スクールバスにつきましては、ご要望もありましたし、聞いておりま

す。 

      それから、こういったものにつきましては、ＰＴＡの方と話せばいい

のか。学校と我々はやっているわけですね。だから、学校とＰＴＡの連

絡も必要だというふうに思っております。いつもＰＴＡと要望会をやる

んですが、学校は聞いていないけれどもこっちは聞いているとかという

ことがありますので、やっぱり学校とＰＴＡの連動、連携といいますか、

そして教育委員会なり町と連携というのも大事ではないかというふうに
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も思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      浅野俊彦君。 

 

２  番 （浅野俊彦君） 

      学校とＰＴＡの連携というお話ですけれども、ＰＴＡの中にはもちろ

ん先生も含まれているわけでして、とはいえ先生側としてはやはり教育

委員会なりのある意味言えない部分、言いたいんだけれども言えない部

分もひょっとするとあるんではないかなという中で、スクールバスの事

業自体はやはり実際に利用される生徒を見なきゃいけないその親、親の

意見というところも私は聞くべきじゃないのかなというふうに思います

けれども、学校との連絡という話ではなくてですね。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      浅野議員、時間でありますので……。（「  」の声あり） 

      いや、させろとかっていうんでなくて、時間は時間だと……。では、

町長。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      ＰＴＡに学校の先生も入っているということでございます。確かに、

組織上はそうなっているんでしょうが、我々、ＰＴＡというと、どちら

かというと父兄の皆さんのご意見というような感覚があるところでござ

います。 

      ＰＴＡとして、学校も意見が統一されているのであれば、それはそれ

でいいというか、そのＰＴＡと学校の意見ということでよろしいという

ふうに思いますけれども、その辺がちょっと違っている部分が現実的に

はあるんではないかなというふうに思っております。 

 

２  番 （浅野俊彦君） 

      定刻が過ぎましたので、私の一般質問を終わらせていただきます。あ
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りがとうございました。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      以上で浅野俊彦君の一般質問を終わります。 

      次に、17番堀籠日出子さん。 

 

１７番 （堀籠日出子君） 

      それでは、通告に従いまして２件の質問を行います。 

      １件目は、病後児保育事業を実施し、共働き世帯の子育てと就労の両

立支援を図ってはどうかという質問であります。 

      本町は、民間運営によるすぎのこ保育園が４月から開園することにな

り、保育サービスも充実し待機児童も解消されることになりました。ま

た、もみじが丘保育所では、児童の増加により早急に対策が必要なこと

から保育室の増設が計画中であり、待機児童解消に向けた取り組みが進

んでいるところであります。 

      待機児童が出るということは、共働き世帯の生活に大きく影響が出て

きますので、今後さらに人口がふえると予想されている地域の児童増加

への対応策が、今後の重要課題となってくるものと思われます。 

      そこで、仕事が決まり、保育園に入園できました。これから一生懸命

働いてと生活設計を立てたとしても、育児と仕事の両立で何よりも大変

なのは子供の病気であります。その役割のほとんどは母親が担っており

ますので、一旦子供が病気になると、ある程度元気になるまで何日も職

場を休むことになります。子供の病気とはいえ、職場を何日も休むこと

は職場側にとっても迷惑なことでありますし、また当事者にとってはも

っとつらい大変なことであります。 

      このようなことから、子供の病気は女性の育児と仕事の両立を難しく

しており、働く母親からは、ぜひとも病後児保育が必要との声が高まっ

ております。病気回復期にある児童を一時的に預かる病後児保育を実施

し、共働き世帯の子育てと就労の両立支援を図ることについて、町長の

所見をお伺いいたします。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      それでは、ただいまのご質問にお答えをします。 

      病後児保育は、主に保育園、幼稚園に通うお子さんが、病気の回復期

におきまして集団生活が困難である場合に、病院等に付設された専用ス

ペースにおいてお子さんを一時的に預かることにより、保護者の子育て

と就労の両立を支援することを目的とした事業でございます。 

      近年、町内にも若い世代の核家族がふえてきており、仕事と育児を両

立させる上でも育児保育に関しての環境整備が望まれております。また、

働く女性にとっては、病後児保育への大きな期待を持っているものと考

えられます。 

      しかし、病後児保育を行うには、町内あるいは近隣市町村の病院、医

療施設等の協力を得ることが前提でありますが、現状では委託、受け入

れが可能な病院の確保は極めて厳しい状況にございます。 

      仕事と育児の両立を支援するという観点から、今後も方策について研

究してまいりたいとこのように考えております。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      堀籠日出子さん。 

 

１７番 （堀籠日出子君） 

      病後児保育は、これは人様の大事なお子さんを預かるわけですから、

本当に難しく大変なことは私も承知しております。その中で、大和町次

世代育成支援行動計画の中で、町民からのアンケート調査の結果からで

はありますけれども、その中で少子化の原因は何かという問いがありま

して、１位が子供の養育、教育の経費的負担が大きい、２位が仕事をし

ながら子育てするのが大変、３位が保育サービス環境が不十分だからと

いうふうな順位になっておりまして、やはり子育てと就労の両立の難し

さが出ているところであります。 
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      また、保育サービスの利用希望アンケートでも病児病後児保育は上位

にありまして、病後児保育へのニーズが高いことがわかるわけでありま

す。 

      それで、４月からすぎのこ保育園が開園し民間保育園が２カ所となっ

たわけでありますが、この病後児保育については、保育側から要望され

た経緯はあるのでしょうか。お尋ねいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      保育所側からということでしょうか。聞いていませんけれども、保育

所側からの要望といいますか、そういうことであれば……。（「いや、

町のほうから保育園に病後児保育をやってほしいという要望です」の声

あり） 

      病後児保育は、先ほども申しましたとおり、その施設というよりも病

院とかそういったところでやるということ、あとそういった専門の方が

おいでということでありますので、保育所に対してこれをやってもらえ

ませんかということでお願いした経緯はございません。 

      延長保育とか、そういった形の中でのお願いをしたところであります。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      堀籠日出子さん。 

 

１７番 （堀籠日出子君） 

      この病後児保育につきましては、大和町保育所の時点、それから今度、

民間に移行する保育所の保育サービスの充実というのの中で、私も病後

児保育については保育園側に要望してくださいということは何度か質問

した経緯があります。なもんですから、これ、こちらで構えて、病院の

こととかなんとかいろいろ前向きに構えてばかりいないで、一度保育所

のほうにこういう病後児保育のニーズが高まっているので、どうでしょ
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うかねという打診を私はしてもいいと思うんですけれども、その点はど

うでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      積極的にというお話しでございましたが、町のほうからお願いしたの

は障害のある方とかの受け入れですね。それについてはお願いをして、

今回のすぎのこでもご理解をいただきました。 

      病後児というものについては、積極的なというお願いをすることがと

いうお話でございましたが、今回初めての障害児ということのお願いも

ありましたので、現在はお願いしておりません。そういうことが可能な

のかどうかということ、第一段階ではちょっとやらなかったところでは

ございますが、その可能かどうか、受け入れの施設の面積とかそういっ

たこともありますので、その辺が可能かどうか、ちょっと今後お願いと

いうかそういったお話もさせていただきたいというふうに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      堀籠日出子さん。 

 

１７番 （堀籠日出子君） 

      実は、この病後児保育というか小さい子供さんを抱えたお母さん方、

本当にいろいろ話を聞くんですけれども、実際、就職活動をしていざ面

接になった場合でも、その小さい子供がいることによって、この小さい

お子さんが病気になった場合はどうするんですかと必ず面接で聞かれる

そうであります。そうした場合に、近くに両親や面倒を見てくれる方が

いらっしゃる家庭は、そういうふうに面接の場合にお話しができるかも

しれないんですけれども、今この核家族が多い中、そしてまた新住民が

多くなっている中で、こういう方々って誰も面倒を見てくれる方がいな

いんですよ。 
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      そうした場合に、結局子供が病気になったときには休まなきゃない、

そういうふうになると、本当に大変な時期は当然休めると思うんですけ

れども、ある程度元気になって、うちにいてもうちの中で走って歩いた

り、もう元気なんだけれどもと思っている、そういう子供たちをやっぱ

り病後児保育として保育園の中で預かってもらうとかやっぱり私はそう

いうのがないと、今の若いお母さんたちが幾ら働きたいと言っても結局

小さい子供を理由に仕事ができないんですよ。なもんですから、ぜひこ

ういう病後児保育については、何らかの対策は講じなきゃないんじゃな

いかなと思っております。 

      そして、こういうことって、今は少子化ですから本来なら国の施策で

取り組むべき課題だと思うんですけれども、やはりこうやって若い世代

がふえている中で、そして大和町で生活している子育て世帯が、このよ

うな悩みを抱えることなく子育てと就労が両立できるような、そういう

環境整備をぜひ私はつくってほしいと思うんですけれども、町長どうで

しょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      今、その就職の面接といいますか、その際に子供さんがいるというこ

とじゃなくて、子供が病気になったらどうするんですかという聞き方を

するということですか。はあ……。とんでもない話だと思いますけれど

も、それって許されるんですかね、そういう面接って。ちょっとその辺、

ハローワークとかそういうものが許されるのかどうか、ちょっと個人的

に確認をしたいと思いますが。正式にじゃなくて、個人的に。そういう

状況があるということ。そうなってくると、非常に重い課題になってく

るというふうに思います。 

      ただ、保育所の場合、病後児の子供さんって元気ということではあっ

ても、病気、例えば風邪とかそういった状況もあるんだというふうに思

います。そういった子供さんが保育所とかに一緒にいるということに対
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すると、かなり別室とかかなりのそういった施設的なものですね。そう

いったものもまた必要になってくるのかなというふうにちょっと思った

ところでございますが、このことについてはそういった状況ということ

でございまして、病院で本当は見てもらえれば一番よろしいんだという

ふうに思うのですが、なかなかそれができないということ。例えば、公

立黒川病院とかということも一つの方法、公立としてですね。ただ、今

現状としては病院でもほかに子供さんを預けているというような、看護

師さんたちがですね。それは病後ではないのですが、という状況で、な

かなか厳しいところがあるんだなというふうに思います。 

      富谷では、例えば仙台ほうの病院の方と契約をしているという話も聞

きました。ただ、今度は仙台に送っていくのかという問題、送り迎えの

問題とか、金銭的な問題だけではなくてそういうことも出てくるという

ことで、非常に難しい課題だなというふうに改めて思います。 

      今、こうするああするとなかなか言えないところでございますが、そ

ういったものについて方法をいろいろ研究してまいりたいというふうに

思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      堀籠日出子さん。 

 

１７番 （堀籠日出子君） 

      それで、先日２月27日ですか、すぎのこ保育園の内覧会がありまして、

そこで見てきたんですけれども、やはりすぎのこ保育園は本当に明るく

て空間があって、そしてまた何よりもいいのは保育室から小学校が見え

る、そういうお姉さん方の姿が見えるというのが、一番子供たちにとっ

ては本当に環境のよいところだなと思ってまいりました。 

      その中で、柏松会の理事長さんもいらっしゃいまして、いろいろ説明

いただいた中で、ちょっと理事長さんとお話をさせていただいたんです

が、大和町の病後児保育のニーズについて高まっているんですけれども、

病後児保育についてはどういう考えを持っていますかということをお尋

ねしました。そうしたら、柏松会で仙台の保育園をやっているところで
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は病後児保育をやっているということで、まあ仙台ですから小児科なん

かはたくさんありますから、やっているんですということで、様子を見

て来年は看護師さんも採用したいと思っていますし、あと状況を見てそ

ういう病後児保育も考えていかなければならないですねというお話もさ

れていましたので、ぜひこの病後児保育に向けては、本当に共働き世帯

の切実なる願いでもありますので、ぜひもう一度すぎのこ学園のほうに

出向いていただきまして、病後児保育の件について、話をしたから１年、

２年というわけにはいかないにしても、やはりそういう申し入れをして、

そして前向きに取り組んでいただければ、小さい子供さんたちを預ける

親御さんたちも安心して仕事と子育てが両立できるのではないかと思い

ますので、そのことを保育園のほうにお話しいただけることを期待いた

しまして、私の１点目の一般質問を終わりたいと思います。 

      それでは、２件目の質問に入らせていただきます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      堀籠日出子さん、暫時休憩します。 

      休憩時間は、10分間とします。 

 

         午後２時０１分  休 憩 

         午後２時１０分  再 開 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      再開します。 

      休憩前に引き続き会議を開きます。 

      堀籠日出子さん。 

 

１７番 （堀籠日出子君） 

      それでは、２件目の質問に入らせていただきます。 

      ２件目は、児童数減少への対策についてであります。 

      この件につきましては以前にも質問しておりますし、また何人かの議

員も質問を行っております。ただいまも浅野議員の答弁で町長の考えを
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知ることができました。それでは、早速質問に入ります。 

      近年は、企業立地に伴う従業員の定住等で人口は年々増加しておりま

す。ここ３年ほど前までは、約２万5,000人の横ばいでしたが、現在は２

万6,600人を超えた人口となり、定住促進の効果が出たものと感じており

ます。特に、人口増加には若い世代が多く、児童数増加による対応が今

後の課題になってくるものと思われます。しかし、人口増加は一極集中

で、吉岡南、もみじが丘、杜の丘は人口増加にありますが、吉田、宮床、

鶴巣、落合地区の人口は年々減少し、特に児童数の減少が目立っており

ます。地域からは児童数が減り、このままでは小学校も統合されるので

はないか、中学校が統合し小学校も統合されることになれば、地域から

子供の声が聞こえなくなり、ますます過疎化が進むのではないかなどな

ど心配の声が出ておるところであります。 

      そこで、今のこの現状をどのように捉えておられるのか。また、対策

としてどのようなことが考えられるのか、町長の所見をお伺いいたしま

す。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

     町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      それでは、児童数減少への対策についてのご質問でございました。 

      児童数の推移につきましては、５年前、平成20年度当時ですが、と比

較いたしまして吉岡小学校が８名減、宮床小学校が５名減、難波分校が

４名減、吉田小学校が４名減、鶴巣小学校が14名減、落合小学校が21名

減、小野小学校が129名の増となっておりまして、中学校におきましては

大和中学校が39名の減、宮床中学校は32名の増となっております。小学

校全体での児童数は73名の増加、中学校全体では７名の減となっており

ます。 

      次に、平成24年度におきます複式学級でございますが、宮床小学校の

２年・３年生で１学級、難波分校は３年・４年生、５年・６年生の複式

学級でございます。落合小学校の３・４年生で複式学級となっておりま
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す。平成25年度におきましては、宮床小学校が複式学級１学級、３・４

年の中学年か５・６年の高学年で複式学級です。難波分校につきまして

は、２年・４年生、５年・６年生の複式２学級構成となります。また、

落合小学校におきましては複式学級が４年・５年生で１学級となります。 

      次に、学校再編につきましてですが、平成19年度におきまして現在の

２中学校の再編が行われ、現在２中学校とも順調な学校運営がなされて

きておるところでございます。 

      お尋ねの小学校についてでございますが、先ほど浅野議員のご質問も

あったところでございますが、小学校児童数の増減が現在ある中で、町

内での人口が集中的に増加しております杜の丘地区を包含します小野小

学校の児童数の増加と、他の地区での児童数の減少傾向にある状況を確

認しながら、学校教育環境の整備を図ってまいることとしておりますが、

現時点におきましては各地区小学校の運営状況を見守りながら、現行の

小学校を維持してまいりたいとこのように考えております。 

      次に、人口減少に対する対策ですが、一つには宮床、吉田、鶴巣、落

合地区においては若年世代の転出抑制と新住民の定住化を基本にし、町

内への働く場の確保と自宅から通勤できる職住近接の環境づくりが重要

と考えておりますことから、町内の工業団地へのさらなる企業誘致に努

力しておるところでございます。 

      また、昨年６月の議員一般質問にございました子育て支援住宅等の検

討につきましては、それぞれの地区で活性化する力が生み出されるもの

と考えられ、児童生徒の増加にもよい効果をもたらしてくれればと考え

ておりまして、これも浅野議員の質問にも回答していましたけれども、

現在具体に向けて研究を重ねている段階でございます。 

      若い世代の定住化対策といたしましては、保育所の新設、中学生まで

の通院及び入院費用を助成するあんしん子育て医療費助成事業など、子

育て世代に配慮した施策を実施しながら対応しているところでもありま

す。 

      今後とも適正規模の学校運営を基本に据え、児童生徒の教育環境整備

に努めてまいりたいとこのように考えております。以上です。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

      堀籠日出子さん。 

 

１７番 （堀籠日出子君） 

      この児童数の推移なんですけれども、先ほど浅野議員の説明でもあり

ましたけれども、吉岡小学校、小野小学校につきましては平成30年度ま

でのデータがあるんですが、ほとんど120名から150名、小野でもほとん

ど110名から120名とこう推移しているんですけれども、やはり宮床は30

年まで１桁であります。25年度の新入生が５人、26年、来年は９名、そ

の次３名、28年は８名、29年６名、30年には６名となっておりまして、

また吉田小学校につきましてもことしは、25年度は12名いるんですが、

26年度は７名、27年度10名、28年度は４名、29年度11名、そして30年に

は６名という推移となっております。また、鶴巣におきましても30年に

は１桁の９人となっておりまして、落合小学校も28年には５名、そして

30年には８名となって、本当に１桁台の新入生の年度が進むような状態

であります。 

      そんな中で、学校規模として大規模校だからいいとか小規模校だから

悪いとかではなくて、小規模校だからできるメリットというのもたくさ

んあります。例えば、児童生徒一人一人に目が届くことできめ細かな指

導ができる、それが結局学力向上にもつながるものと思いまして、先ほ

どの千坂議員の質問で教育長が答弁されました少人数学級指導、それに

このようなことが当てはまるのかなと思っております。また、係の活動

または学校行事等々でも一人一人役割が多くて、その活動を通して自覚

と責任感が持てることなど。それから、学校は地域の拠点となっており

ますので、学校、家庭、そして地域が一体化して地域で総ぐるみの教育

活動ができると、そういうすごくすばらしいメリットもあるわけなんで

す。 

      しかしながら、これらのことというのはせいぜい１学年１クラス、最

低でも１クラスはある中で、最低でもクラスの人数はやっぱり15名、20

名ぐらいあればいいことですけれども、近年のように１クラス10名また

は４名、５名では、これはメリットどころかデメリットのほうに多く行
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ってしまうんじゃないかなと思っています。その結果、適正規模の学校

運営というのがなかなか難しくなるんじゃないかなと思っているんです

けれども、町長、この辺につきましてはどのように思われますか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      議員お話しのとおり、学校の規模でどうのこうのということはないん

だというふうに思っております。大規模校といいますか、そういうのと

小規模校、そういった中でそれぞれの教育のやり方で特徴ある教育がで

きれば、それは学力についてもそんなに問題はないといいますか、そん

なに差が出てこないのではないかというふうに思っております。 

      ただ、その適正規模というものについて、確かに１名で先生が１人と

かってよくありますけれども、そういったものについて、今、大和町に

はもちろんございませんが、そういったものがいいのかといった場合に、

やっぱり子供の将来的なことも考えた場合、いい部分ももちろんあると

思いますけれども、そうでない部分もだんだん大きくなってくるのでは

ないかというふうに思っております。したがって、１クラス複式でない

形ぐらいの、最低ですね、ということにつきましては、そのとおりそれ

ぞれの学年が単独でやっていけるというものが、人数は少なくてもそう

いったものが必要といいますか、そうあるべきではないかというふうに

考えております。 

      大小の差はないとは言いながら、余りに極端に少なくなってきますと、

それについてはやっぱり子供の将来のことについて、それでいいのかと

いった仲間同士のつき合いとかそういったものについてのものが不足す

るというか、心配も出てくるというふうに思っております。 

      今、大和町の場合は複式のところはあるわけでございますけれども、

まだまだ、まあ先のいろいろ数字的な、人数的なものは出てくるんです

が、今の段階ではまだそれぞれの学校が学年ごと、複式はあるにせよ一

緒にやっていけるところもありますので、現段階のところはまだ、地域
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の文化とかそういったこともありますし地域の拠点でもありますので、

先ほど申しましたとおり小学校につきましてはまだ、まだといいますか、

現状の形でやっていったのほうがいいのではないかというふうに思って

おります。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      堀籠日出子さん。 

 

１７番 （堀籠日出子君） 

      本当に、余りにも少人数になってくると、やはりいろいろなデメリッ

トのほうが出てきますので、ぜひ何とかして地域に、子供たちがある程

度の学校生活ができる規模になっていただくようにお願いするわけであ

りますけれども、この人口減少に対する対策で、町長は若年世代の転出

抑制と答弁ありましたけれども、やはり今のこの今日の社会状況の中で

地域から若い人たちが出ていくのをとめるというのは、なかなかこれは

難しいことじゃないかなと思っております。 

      そんな中で、やっぱり対策は、一番有効な対策、ちょっと先ほど浅野

議員が申し上げました定住促進住宅が一番私も有効じゃないかなと思っ

ているんですけれども、やはりぜひ子育て支援住宅につきましては、先

ほど町長の答弁の中で考えはわかりましたのでそれには余り触れません

けれども、やはり対策として転出抑制、それから町内の働く場の確保、

それから職住接近の環境づくり等々、それから企業誘致に努力するとい

うことでありますので、ぜひこれらも含めた中で人口の減少に歯どめが

かかるような施策をとっていただけたらと思います。 

      また、町長、現行の小学校を維持するという答弁がまたありましたけ

れども、これはやはり余りにも町長はそういうふうに現行の小学校を維

持すると言っても、余りにも少人数学級が長く続くことによってやはり

地域の皆さんが心配しているような事態になりかねませんので、ぜひ各

学校の児童増加の取り組みは、本当にこれは急を要する課題であります

ので、浅野議員の質問も含めた中で具体に向けて早急に取り組んでいた

だくことを願いまして、私の一般質問を終わります。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

      以上で堀籠日出子さんの一般質問を終わります。 

      続きまして、５番松浦隆夫君。 

 

５  番 （松浦隆夫君） 

      早速でありますが、１問３要旨についてご質問をいたします。 

      「まほろばタウン吉岡みなみ」についてでございます。 

      吉岡第二土地区画整理組合は、平成13年の11月に地権者190名で設立を

し、事業は開発面積約68.2ヘクタール、計画戸数790戸、計画人口は

2,560人の町を目指しております。平成17年12月から保有地の分譲が始ま

り、「まほろばタウン吉岡みなみ」として吉岡の新たな中心市街地を形

成するとともに、工業団地で働く従業員及びその家族等の住宅地として

大和町の発展に大きな役割を果たし、とりわけ平成22年以降の３年間は

宅地販売が好調で年間約40区画強を販売し、保留地の住宅販売残数は残

りわずかになり、あと一、二年で完売できるとこういうふうに見積もっ

ておるようであります。 

      ここ一、二年の大和町の人口増加は最も高く、県内では大和町、富谷

町、そして利府町、仙台の青葉区と特に人口が高いとこういうふうな増

加率でありまして、この時期を見据えた組合の事業推進と、町と一体と

なった町づくりの成果であるとこういうふうに考えております。 

      ところが、昨日の全員協議会で報告があったとおり、沿道サービス用

地の販売率は44.01％、残り13区画と停滞しており、金額に基づく全体の

販売率、先月というか２月の推移では76.47％、きのうよりも若干上がっ

ているんですが、２月末はそのようになっております。そういうことに

よりまして、３月31日までの現事業計画年度内の事業終了は極めて難し

くなり、さらに３年の事業延長をすることで、県と調整の結果、きのう

のお話では２月22日に承認されたとこのように伺っています。 

      町では、組合の現事務所を含めて、これは特殊なケースでありやむを

得ないと３年間の延長を認めたのは妥当であり、適切な判断であったと

思っております。このまほろばタウン吉岡みなみのまちづくりについて
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は、組合と町が一体となって取り組む必要があると考えます。今後の取

り組みについて、３点をお伺いします。 

      第１点は、保有地、特に沿道サービス用地はまだ売れていないわけで

すが、この沿道サービス用地の販売促進の町の協力についてお伺いをい

たします。 

      ２つ目ですが、吉岡南第二土地区画整理事業の中の、当初計画にあっ

た保育所用地として位置づけられた広域用地約3,400平米について、最新

の町と組合との協議内容及び用地等の活用についてお伺いをいたします。 

      ３つ目ですが、洞堀川南の地区は、行政区が立ち上がっていないと。

資料によりますと、175ぐらいの配付というか、行政組織としては１班か

ら４班までに編制されておるようですが、行政区の立ち上げには至って

おりません。一部の行政サービスについては、３丁目にお世話になって

協力を得ているということですが、この３点について町長の見解をお伺

いいたします。以上でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      それでは、ただいまのご質問にお答えをしたいと思います。 

      吉岡南第二土地区画整理事業の設立から事業の効果につきましては、

議員のお話しのとおりでございます。大和町の人口も２万6,600人を超え

まして、町の発展の一つの基盤となっているものと思っているところで

ございます。 

      まず、第１要旨目の保留地、特に沿道サービス用地の販売促進の協力

に関するご質問でございますが、組合全体の保留地につきましては約16

ヘクタールございまして、そのうち約12.4ヘクタールが契約済みで、処

分率は76％となっておりますが、59区画が未契約のようでございます。

これは、昨年の12月31日現在の統計でございます。 

      経済が低迷する中、思うように販売が進まない状況もありましたが、

最近は大企業の進出に伴い、住宅地を中心に販売が好調のようでござい
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ます。沿道サービスの販売につきましても、これまで福祉施設や事務所

開設等に当たり、組合と協力して販売促進に努めてきたところでありま

して、今後も組合と連携を図りながら販売促進に協力してまいりたいと

このように考えておるところでございます。 

      次に、２要旨目の公益用地の活用に対してのご質問でございます。 

      この用地につきましては、平成20年11月大和町議会宛てに公共施設用

地の早期取得に関する請願書が提出されましたが、組合においては保留

地販売等にさらなる自助努力を期待するものであると回答された経緯が

ございます。町といたしましても、町内進出企業の社宅建築用地として

紹介した経緯もございましたが、契約には至っていない状況であります。

今後も引き続き協力支援は行ってまいりますので、ご理解いただきたい

というふうに思います。 

      次に、行政区の立ち上げについてでございますが、吉岡南第二土地区

画整理地内には平成18年10月より住宅が建設され、19年の４月から居住

が開始されております。平成25年１月末現在、吉岡南第二土地区画整理

地内には約175世帯が居住されておりまして、そのうち洞堀川より南側地

区には約130世帯が居住されております。行政区の設置につきましては、

洞堀川を境に北側は吉岡南３丁目区に編入し、南側は吉岡南第二地区と

して新たな区を立ち上げる予定としております。 

      平成23年11月に、該当する地区の住民を対象にした町民懇談会を開催

いたしましたところ、対象となる約117世帯中、出席されたのは８世帯と

少ない状況にございました。地区内に居住する方に若い方が多いことや、

お互いのつながりがまだ薄いことなどが影響しているものと考えており

ます。以前、吉岡南１丁目区から３丁目区を設置したときは、最初に従

来の区、従来の区というのは上町区、城内東区、城内中区でございます

が、この従来の区に編入し、人材が育ったころで吉岡南区を立ち上げ、

その後に１丁目区から３丁目区に分区したという経緯がございます。今

回も暫定的に吉岡南３丁目に編入し、町内会活動等を通して人材育成を

行い、将来的には分区する方法が考えられます。新たに転入される方は、

若い方が多くを占めておりまして、町内会活動等を通じてお互いのつな

がりを深めていくことが必要であると考えております。 
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      また、町からの配付物につきましては、昨年10月から吉岡南３丁目区

長の協力をいただき、今までの郵送方式から区長を通して配付する形に

変更しております。吉岡南第二地区を３班に分割し、それぞれに班長を

お願いして区長から班長に配付し、班長から各戸に配付いたしておりま

す。 

      ことしの１月21日に関係者、これは関係者というのは吉岡南３丁目の

区長さんと４名の班長さんでございますが、による打合会を開催しまし

て町内会の必要性についてご説明し、皆様からご意見もいただきました。

町内会の設置につきましては、皆様も必要と感じているところでありま

して、引き続きご協力をお願いしたところでございます。 

      今後は、吉岡南３丁目区長と連携し、地区内の班長の数をふやすこと

により住民のつながりを深めていくとともに、町内会活動を通しての人

材育成をサポートしながら、新たな区を設置していきたいとこのように

考えております。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      松浦隆夫君。 

 

５  番 （松浦隆夫君） 

      まず、沿道サービスの用地の販売促進協力についてですが、答弁書に

よりますと、沿道サービスの販売については今後も組合と連携を図りな

がら、販売促進に協力してまいりたいと考えてはおるというご答弁があ

りました。 

      大和町をこの地図で見ると、中央部というか細くて左右に大きくそれ

ぞれの地域があって、そのくびれたようなところに大和町の中心部とい

うか中央部というふうになっておるわけですが、その中で国道４号線が

南北に上がって、上のほうで北に曲がっておると。そうして、南のほう

には吉田落合線ですかね、この道路。そして、あとは高田大童線という

んですかね。その囲まれた地域が大和町の中央商店街だと、こういうふ

うな位置づけというか、そういうふうなことを見ましたけれども、この

中心街というんですかね、ここの中には商業、行政、医療、福祉、そし
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て金融、教育、文化、そして流通等さまざまな都市機能を集積して、本

町の中心地区として本当にコンパクトな市街地を形成しており、人口の

増加とあわせて全国にも誇れるようなまちづくりをしているんじゃない

かとこういうふうに考えております。 

      その大和町の都市計画プラン、これは平成22年の９月に出されたもの

を見ますと、中央都市づくりの方針とこういうものがありまして、この

中には「人口増加や産業集積の拡大に対応し、新たに見込まれる商業業

務地需要は、積極的かつ計画的に中央部地域に誘導し、都市機能の充実

を図る」とこういうふうにうたっているんですが、どうもこの町にお任

せというような感じにも見えない……。住宅促進ですね。この「積極的

かつ計画的に中央部地域に誘導」をするということは、具体的にどんな

ことをしていたのか、お伺いをいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      誘致の活動内容ということだと思いますけれども、このことにつきま

しては役場では産業振興課内に担当課がございます。この南区画に限ら

ずなんでございますけれども、企業の訪問とかそういった中で誘致活動

をやっている中でございます。その中で、例えばいろいろトヨペットさ

んとかああいう方が入ってこられたり、または、これは福祉関係ですが、

まほろばの里さんが来られたいということで、町としてはそういった常

の営業活動といいますか、そういった中でやっているところでございま

す。 

      南に限らず吉岡東もそうでしたし、また通用の工業団地、流通団地に

つきましても同様の企業訪問なりそういった中での活動をやっていると

いうことでございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      松浦隆夫君。 



 

２９６ 

 

５  番 （松浦隆夫君） 

      この役場から町のでき上がり状況を見ると、随分売れているなという

感じがするんですが、こんなに空き地が半分以上あるとまだ思っており

ます。町のさらなる協力、連携強化を図りながら、この３年といいなが

ら、２年ぐらいで何とか示しをつけなくちゃいけないとこういうふうな

考えを持っているようでございますので、何とぞ協力をよろしくお願い

いたします。 

      ２点目に入ります。 

      公益用地として保育所用地、これがあったわけなんですが、平成20年

の11月に議会のほうから公共施設用地の早期取得に関する請願書という

ものに基づく答弁書という中に、保有地は自助努力で期待しますよとい

うふうな内容で回答しておるようですが、保育所用地について町は組合

にどのような回答をしておるのか、お伺いをいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      保育所用地という言い方が正しいかどうか、そういう予定地という位

置づけをされている場所につきまして町のほうにも問いかけがあったと

ころでありますが、町としまして、これは議会としてこういう答弁が、

請願に対する考え方ですね、町のほうにもこの土地について、あと公共

の集会施設の用地でしたか、というものについても問いかけがあったと

ころでございます。まあ、買ってくれということでございました。それ

につきましては、集会用地につきましても、町として今その予定はない、

まほろばホールが、そういったものがあるという形。それから、あとこ

の保育所用地といいますか、それにつきましても町として現在利用のそ

ういった考え方は持っておらないので、販売をよろしくお願いするとい

うことの回答をしております。 

      そのことについては、先ほども申し上げましたが、ある企業さんから
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そういった用地の取得の意向がありましたので、いろいろ組合さんとも

折衝したところでございますが、なかなかそこが成約までは行かなかっ

たという経緯がございますが、同じようにそういった形で販売促進の協

力をしていくという状況になっております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      松浦隆夫君。 

 

５  番 （松浦隆夫君） 

      大和町には、県外からというか転入者が多くて、年齢別に見ると30歳

から39歳ぐらい、働き盛りの世代が多く増加していると。次の世代とい

うかが育ってきているわけです。そして、２年前になります23年４月に

は、旧農協跡地に菜の花保育所、そしてことしの４月からは旧役場跡地

に大和町のすぎのこ保育園が開園に向けて準備中であると。これは、120

名に近い定員に対して133名の入園希望者があるとこういうふうに聞いて

おります。さらには、南のほうのもみじが丘保育所が75名の定員に対し

て120名に引き上げるということで、プレハブをつくって準備中であると

いうふうになっております。 

      あと、２月21日の新聞によれば、大和町は、これは町のほうの答えに

あったと思うんですが、2017年度には保育所の定員をさらに２倍程度に

しなければ間に合わないと、こういうふうな新聞報道がありました。こ

れは、もみじが丘保育園のことを言っているのか、この大和町全体のこ

とを言っているのかちょっとわかりませんが、将来この待機児童が出な

いのか、出るのか。待機児童があるとすれば、ぜひともこの用地を、要

らないですよとこういうふうなことじゃなくて、やっぱり確保しておく

とか何か考えなくちゃいかんじゃないかなとこのように思いますが、見

解をお伺いいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 



 

２９８ 

町  長 （浅野 元君） 

      今、大和町全体としての子供の数といいますか、人口がこれだけふえ

ている分、子供さんの数もふえておるところでございます。お話しのと

おり、すぎのこ保育園から４月から民設としてスタートする予定で、吉

岡地区では２カ所という形になります。それで、２倍というのは、多分

というかでありますけれども、もみじが丘のことではないかというふう

に考えております。もみじが丘も今ふえておりまして、それで急遽とい

いますか、即対応できる分としましてプレハブということで今進めてお

るところでございますが、プレハブでございますので、あくまでですね。

将来的にそのままでいいのかとか今後のことについては、まだ人口が伸

びる様相もあるということで、考えなければいけない課題というふうに

思っているところでございます。 

      そういった意味で、もみじが丘地区については、今の状況では足りな

くなるということがある程度目に見えているという状況でございまして、

大和町全体として、吉岡地区と言った場合にそこまで今もう一つという

部分の可能性があるのか、その辺についてはまだまだ検討が必要なとこ

ろだというふうに思っております。現状では、もみじが丘地区のほうに

ついては今後不足することが、かなりの確立で認められるという認識を

しております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      松浦隆夫君。 

 

５  番 （松浦隆夫君） 

      この保育所用地については、町は保育所経営の建設する計画はありま

せんと。それで、公益用地として町が取得する計画もありませんと、こ

ういうことで回答しておるということでよろしいんですか。 

      じゃあ、続けて。 

      そうであるならば、3,400のこの広い用地を新たに例えば住宅地、保留

地として買い取りをして売るというのは、聞くところによると1,500万円

から2,000万円近いぐらいのお金を要するというふうなことを聞いており
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ます。組合としては大変な負担になるわけですが、ほかにあの地域を利

用できる方法はないのかなというふうに思います。 

      例えば、町で言いましたこの町の進出企業用の社宅にするとか、あと

先ほど浅野議員が言われた公営住宅法によらない住宅地にするとか、も

しくは大和町ではない図書館とか歴史資料館とかそういうもの。民間を

利用したそういうことで何とかならないのかなというふうなことがあり

ます。もう一つの例とすれば、地場産業の公設市場とかあとは防災セン

ターとか、何かあれをいじらないで利用できる方法はないのか、それを

検討するあれはないのかなという、この辺についてご答弁をお願いいた

します。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      用地につきましては、ある程度の広さが、一定の広さがあるというこ

とで、利用するにはそのまま利用できるのが一番いいであろうというこ

とだというふうに思っております。それで、先ほどのお答えの中にも入

ったところでございますけれども、まずその企業で利用する部分がない

のかということ等も今現在も続けておりますが、模索もしております。

１件お話もございまして、非常に有望ないい話だというふうに思ったの

ですが、一応組合の都合等でそれは今ちょっと断念した経緯がございま

す。 

      ほかの公共用地ということでございますけれども、まほろばホールの

あるすぐそばということもございますので、集会施設等につきましては、

そういうところではないのだろうということもございますし、今何が必

要かといったところについては、具体の計画は今のところ全く町として

は持ち合わせていないということでございます。したがって、町として

のご協力のまず第一は、あの用地を使っていただける企業なり民間の方

なり、そういったことを探すといいますか、お客さんを探すお手伝いを

第一の目的でやっているところでございます。 



 

３００ 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      松浦隆夫君。 

 

５  番 （松浦隆夫君） 

      町長のご答弁にあったように、あの広い地域をそのまま使えるような

ことで何とか協力いただければなというふうな思いであります。なお一

層のご努力のお願いをいたします。 

      次は、３点目の要旨に移らせていただきます。 

      行政区の立ち上げについてでありますが、現在、配付文書等というこ

の戸数が170戸と、数的にはほかの行政区に負けないぐらいの戸数を持っ

ておるわけですが、何しろここの地域には若い世代が多く、お互いのつ

ながりはまだまだ薄いとこういうふうなことであります。おととし、23

年の11月に町で町民懇談会ということでやったところ、117世帯のうちの

８世帯しかその懇談会には出てこなかったと。そういうふうな原因があ

るのかなと思っています。 

      行政区というのは、私も城内東区でいろいろお手伝いをさせていただ

きましたが、区長さんなり各役員さんというのは相当のやっぱり経験と

あと行政的なこの連絡と人とのつながりと、大変な仕事であるなという

ふうに思っております。それで、この若い世代のところにいきなり行政

区を立ち上げなさいと、これはちょっとやっぱり答弁書にあるように無

理だなと。ここにありますように、南の１丁目、２丁目、３丁目を立ち

上げたときには、城内東もそうだったんですが、そういう人たちが役員

の中に入っておって、そして各地区に行って区長さんなりいろんな役員

さんをやって、そして立ち上がった。今度の洞堀川の南側については、

まるきり違う若い人たちだけの集落でありますから、これは本当に難し

いんだろうなというふうに思います。 

      今回も３丁目の区長さんにいろんなことをお願いして、人材育成とい

うかをやって将来の分区に向けて準備をしているんですよということで

すが、区長さんにはどういうことをお願いしているのかお伺いをいたし

ます。 



 

３０１ 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      現在の南３丁目の区長さんにどういうお願いをしているかということ

でございますが、通常の区長さんがその地区で班長さんにお願いすると

いいますか、通常のことをお願いしているということになります。 

      以前、これほど人がふえる前でございますが、以前は南３丁目に初め

から入っておりました。区長さんにお願いをした経緯がございます。そ

して、区長さんに配付をお願いしたところですが、だんだんふえてきた

ということで郵送とかになったところですが、その段階で実はアンケー

ト調査を新しい住民の方にしました。一旦、南に入ったものですから、

南３丁目ですね。それで、アンケート調査をしてこの区のあり方、分区

といいますかそういった調査をしたことがございます。これは、、住民

懇談会の前だったと思いますが、そのときにも実は回答も余り来ない状

況でございました。それで、その後、郵送ということで広報とかを郵送

しておった経緯がございます。 

      当時、本当に若い方が多かったということで、そういうことに興味が

ないといいますか、我々は我々というような考え方というふうにあるの

かなというような思いもしたのでございますが、そういうふうな経緯が

ありまして、そして懇談会をやってもなかなか人に集まってもらえない

ということで、再度区長さんにお願いをして、そして今の形態を進めて

おるところでございます。 

      幸い、新しい地区の方々にもそういった必要だと言って、仮の班長の

ような形になりますが、受けていただいて、ご協力をいただいておると

ころでございまして、少しずつそういった輪といいますか、つながりは

できてきているというふうに考えておるところでございます。そういう

ことでございますので、区長さんにお願いしている分については非常に

範囲は大きいのでございますけれども、通常の３丁目でやっているよう

なお願いを新しいエリアにもお願いしているという状況にあります。 



 

３０２ 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      松浦隆夫君。 

 

５  番 （松浦隆夫君） 

      行政区の立ち上げ、ほかの１丁目、２丁目、３丁目とは違って、じっ

くり養成をして取り組まなくちゃいかんのかなという感じは受けました。 

      この行政区でやっているのは、大きな行事では私は５つ。いきいきサ

ロンという行事があります。あとは、町民運動会の参加、あとは敬老会

の行事、あとは自主防災というかそういう組織の活動、そして老人クラ

ブ、あとは子供会の活動等ですね。これに住んでいる人たちが、うちだ

けそういうサービスを受けていないんだというふうな思われ方をしたの

ではちょっとまずいというか、そういう声もちょこっと聞くところもあ

りますので、３丁目の区長さん、３丁目の皆さんは大変なんですが、こ

の辺で行政として滞りなくいろんな行事に参加できるような体制をつく

っていただきたい、こういうふうに思います。よろしくお願いいたしま

す。 

      もう一度、町長お願いします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      今、区長さんにはそのようにお願いしておるところでございますけれ

ども、まだまだ４班３人でしたか、まだ班が、そういうお手伝いをいた

だいている方ですね。ということで、そういった方をふやすということ

も必要だろうというふうに思っております。なかなか声がかけられない

という状況、人によってはそういうふうに、私のところには来ないとい

うことがある、まだそういうところは抜けているところがあるのかもし

れません。全体をまだまだ網羅できていないところがありまして、そう

いうことがあった場合にはご連絡いただければ、こちらからそういった
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案内通知を出すとかそういたこともやってまいりたいと思いますので、

そういったことがあれば総務課のほうにもご一報いただければというふ

うに思います。よろしくお願いします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      松浦隆夫君。 

 

５  番 （松浦隆夫君） 

      ありがたい答弁をいただきました。 

      何しろ新しい人たちはいろんなことで不安というか、相談事もどこに

したいいのかわからないような状況でありますので、ひとつよろしくお

願いいたします。 

      以上で私の質問を終わります。ありがとうございました。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      暫時休憩します。 

      休憩時間は10分間とします。 

 

         午後３時０２分  休 憩 

         午後３時１１分  再 開 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      再開します。 

      休憩前に引き続き会議を開きます。 

      ４番渡辺良雄君。 

 

４  番 （渡辺良雄君） 

      それでは、通告に従いまして質問をいたします。 

      あと５日で東日本大震災から２年になります。いろいろな教訓が叫ば

れる中ではございますけれども、災害弱者情報を開示し、共有を図れと

いうことについて町長の考えを伺います。 
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      阪神・淡路大震災や今般の東日本大震災で、高齢者、障害児、乳幼児

などのいわゆる災害弱者の犠牲者が多く出ました。これは、個人情報保

護法の情報保護偏重により、どこに弱者がいるのかを町内会などの近隣

住民が知らないことによるものであったということが言われてもおりま

す。このようなことから、最近一部の自治体においては独自の条例を制

定して、平常時から個人情報の開示、活用を既に始めているところもご

ざいます。 

      本町において、特に人口増加の著しい吉岡南やもみじが丘、杜の丘地

域では、区長さんや民生児童委員さんでも個人情報保護の壁に阻まれて、

災害弱者と申しますか災害時要援護者の掌握ができていないというふう

に思われます。このような場合、災害発生時には迅速な救出活動は期待

できないと思われます。 

      国も災害対策基本法の改正の方向であるというふうに、新聞報道等で

聞いております。本町においても情報保護偏重の転換を図り、独自の条

例を制定して災害弱者情報を民間団体、これは町内会、介護事業者、障

害者団体などでございますが、これらに開示、共有して、発災時の初動

対処向上策を図ってはどうかと思いますが、町長の考えを伺います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      それでは、ただいまのご質問にお答えをしたいと思います。 

      大和町におきましては、災害時に迅速な救助を必要とする災害時要援

護者をまとめました防災マップを作成しております。これは、大和町民

生委員児童委員協議会が２年に一度作成、更新しているものでございま

して、現在のものは平成23年度、平成24年の３月31日現在に作成したも

のでございます。そのため、平成25年度はデータの更新の年になってお

り、今年の夏から秋ごろにかけて調査を行い、年度末までに新たなマッ

プを作成するとのことになっております。 

      この大和町防災マップの対象になる要援護者につきましては、まず第
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１にひとり暮らしの高齢者、第２に２人暮らしの高齢者世帯、第３に要

介護者、第４に日中ひとり高齢者、第５にひとり親世帯、第６に障害児

者、第７にその他支援が必要と思われる方々となっております。このマ

ップは、対象となった方々の一覧表を初め、対象者の位置といいますか

を記載した住宅図や民生委員児童委員の名簿もつづられております。 

      マップの作成方法でございますが、関係部署や民生委員児童委員が把

握している情報を持ち寄りまして、その対象者に同意を求め、同意を得

られた人だけを載せる関係機関共有方式と同意方式を併用した方式を採

用してございます。平成23年度の対象者につきましては910人で、このう

ち850人から同意を得ましてマップに載せておりますので、同意率は

93.4％となっております。残り60人からは同意を得られませんでしたが、

この方々の情報も把握しておりますので、実際の災害時にはこの方々に

ついても救助対象者として取り扱うことになっているところでございま

す。 

      このマップは、役場と社会福祉協議会が保管しておりますが、このほ

かにも地区ごとのマップがございますので、各地区の民生委員児童委員

についても担当地区の対象者について把握できているものと考えており

ます。 

      個人情報保護法につきましては、個人情報を有効に利用しながら必要

な保護を図ることを目的としておりまして、個人情報の有用性を理解し、

国民一人一人の利益となる活用方策について積極的に取り組んでいくこ

とが重要視されております。内閣府が平成18年３月に作成しました災害

時要援護者の避難支援ガイドラインにおきましても、本人以外の者に情

報を提供することが明らかに本人の利益になるときに、保有個人情報の

目的外利用や提供ができる場合があるので、積極的に取り組むこととさ

れております。これは、行政機関の保有する個人情報の保護に関する法

律第８条第２項第４号の「本人以外の者に提供することが明らかに本人

の利益になるとき、その他保有個人情報を提供することについて特別の

理由のあるとき。」という条項から来ていると考えられます。 

      独自の条例を制定して、平常時から個人情報を開示している事例につ

いては把握しておりませんので、今後調査研究して対処してまいりたい
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とこのように思います。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      渡辺良雄君。 

 

４  番 （渡辺良雄君） 

      今、答弁をいただきましたが、防災マップを作成しているとのことで

ございますけれども、この防災マップというのは内閣府のほうで18年３

月に作成したガイドライン、これにのっとったもの、あるいは平成20年

４月に政府の中央防災会議で自然災害における「犠牲者ゼロ」を目指す

ための総合プランにおいて、平成21年度までを目途に市町村において災

害時要援護者の避難支援の取り組み方針が策定されておりますけれども、

これにのっとったマップであるのか、答弁をお願いいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      このプランにつきましては、大和町の民生児童委員の皆様方が震災後

にこういったものが必要であるということで、独自につくろうという動

きをしたところでございます。それで、民生児童委員の方々お一人お一

人が担当しているところをお回りになって、そしてその同意書等をいた

だきながらマップをつくったと。これは、大和町の民生委員の皆様方の

独自の製作マップでございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      渡辺良雄君。 

 

４  番 （渡辺良雄君） 

      ちょっと驚いたんですけれども、現在このマップと申しますか災害時

要援護者名簿あるいは個別計画、この名簿については市町村、これは３
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年前ですね、1,196団体66.4％の市町村において作成をされているという

ところですが、本町においては今、作成されていないということでちょ

っと驚いたんですけれども、今後この整備をされるお考えがあるかどう

か伺います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      ちょっと私の言い方が悪かったかもしれませんが、大和町防災マップ

というのは民生委員の方々がつくったということで、それをつくる必要

があるといったものについては町で準備といいますか、町でつくって持

っております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      渡辺良雄君。 

 

４  番 （渡辺良雄君） 

      安心をしました。私の聞き方が悪くて、申しわけございませんでした。 

      それで、先ほどのご答弁の中で、マップについては役場とそれから社

会福祉協議会が保管をしており、そのほかにも地区ごとのマップがある

のでと、各地区の民生委員児童委員については担当地域の対象者につい

て把握できているということでございましたけれども、この地区ごとの

マップというのは、これは民生委員児童委員さんだけがお持ちなのかど

うか、お答えをお願いいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      民生委員さんが持っているということです。 
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      お話ししたとおり、これは民生委員さんたちが町のそういったリスト

とかそういったものの中から、中からといいますか、そういったものを

もとに直接本人に確認をしながら承諾書をもらって、「こういうマップ

をつくります、これに載せてもいいですか」という了解をいただいて、

民生委員さんがつくった独自のものでございます。これは、大和町、す

ばらしいと思いますけれども、そしてそれの全体のものを町と社会福祉

協議会で持っているということ、それからその地域のマップにつきまし

てはそのエリアの民生委員さんたちがお持ちになっているということで

ございます。 

      これは、非常時に開示できるかどうかという問題もあるかと思います

が、これは先ほど申しましたとおりお一人お一人に、そういった場合に

個人情報が提供されてもよろしいですかというものに、承諾をもらった

方を載せているという状況でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      渡辺良雄君。 

 

４  番 （渡辺良雄君） 

      事の本質といいますのは、発災した場合に助かるか助からないか、こ

こに考えが行くべきだろうと思われます。先般、行政区設置の条例が通

過をしましたけれども、その中に区長さんは地域の代表であるというふ

うに真っ先に載っておりました。ただ、その区長さん方は、特に従来地

域でその地域の結びつきの強い地域はそれでも可能かと思うんですけれ

ども、吉岡南ですとかもみじが丘、杜の丘の団地では、残念ながら町内、

人間関係が希薄でございまして中がわからない。そういった中で、区長

さん方は何もわからない状況にあると思います。事実、２年前の東日本

大震災においても区長さん方、どこに誰が住んでいるかわからなくて、

安否確認に手間取るということもございました。そういったことを考え

ますと、区長さん方に日ごろからその名簿の開示をして、そして万が一

発災した場合に迅速に行動できるように整備をしておく、こういったこ

とが必要かと思うんですが、この辺について町長のお考えを問います。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      このマップにつきましては同意をもらっているということでございま

すが、この同意の内容が「私は災害発生時などに地域の支援を受けたい

ので、私が届け出た個人情報が地域の民生委員、町の関係部署、自主防

災組織等に提供されることを承諾します。」という内容の承諾書になっ

ております。 

      今、区長さんという言葉がここには入っておりませんが、今、各地区

で自主防災活動がございます。そういった中で、今まで、これはちょっ

と我々も落ち度があったといいますか、民生委員の方が自主防災の中に

入っていなかったり、住民としては入っていたんだけれども民生委員と

して入っていなかったりというケースがございました。それで、その後、

民生委員の方々にもこの自主防災組織の中に民生委員として入っていた

だいて、そのことによって地区全体の活動といいますか、そういった自

主防災の活動の中で一緒に活動をすると。当然、この資料といいますか

そのマップにつきましても、民生委員の立場で使えば一緒にできるとい

うふうに考えておるところでございます。 

      あと、この「等」となっておりますので、その辺についてはいろいろ

な解釈につきまして、今すぐどこまでを「等」とやるか明確には言えま

せんけれども、少なくとも自主防災組織の中にはオーケーですという了

解が入っていますし、自主防災組織の中に民生委員の方に入っていただ

くという協働の活動の中で、十分利用と言ったら変ですが、利活用がで

きるんではないかというふうに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      渡辺良雄君。 

 

４  番 （渡辺良雄君） 
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      厚生労働省が進めております地域支え合い体制づくり事業、これが少

しずつ、今、全国的には進んできている状況ではないかと思うんですけ

れども、これが「共に働く」と書くんでしょうか、協働というのがござ

いますけれども、この協働の中にはＮＰＯですとかそういった活動もあ

り、あるいは自治組織での見回り活動、こういったもの、いろんな支え

合い活動を厚生労働省のほうで計画をし、地域が採用した場合は予算化

していきますよというようなことがうたわれておりますけれども、こう

いったものにも有効性を発揮するんではないかというふうに思われます。 

      やはり、団地においては支え合い活動、これはこれから先どんどん高

齢化していきますので欠かせないものかと思うんですけれども、既にそ

ういったこともにらみつつ東京の中野区、それから福岡市、こういった

ところ……。福岡市においては、住民の方々の、災害弱者の方々の同意

を得ることなく、既に平時から例えば区長さんですとか、もちろん教育

を行った上でですけれども、既にもう開示をしているということでござ

いますし、中野区については同意を得た上で開示をこれから33の町内会

に対して開示をするというような報道もなされております。そういった

ことで、これについてはこれから研究をされていくということでござい

ますけれども、その辺の研究の度合いといいますか、そういった町長の

お考えを問いたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      研究の度合いということでございますが、私はこの民生委員のつくっ

たマップというのはかなり内容の濃い、しかも同意ももらった内容であ

って、そしてそういった同意と関係機関の共有様式と同意方式と両方を

とったものであって、この名簿というかマップというのは非常にレベル

の高いものだというふうに思っております。そして、そのほかにもそう

いった組織にも開示していいですよということがありますし、２年ごと

の更新ということです。同意をもらえなかった方につきましても、そこ
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に行って民生委員の方々が直接お話をしてこられるわけですから、民生

委員の方々の、表には出なくても情報としては持っておられるというこ

とですので、そういった意味で更新もされるということで、非常にすば

らしいこのマップなり考え方だというふうに思っております。 

      その条例につきまして、いろいろあるというふうに思っております。

中野とかそういうのではなかったんですが、ちょっと別なところで見た

のが秋田か何かのやつで見ましたけれども、情報を集める対象者をぐっ

と絞ったものがあったり、いろいろあるようでございますので、条例と

すればいいのかどうかという問題もありますけれども、そういった内容

については研究というかやってみようと思いますけれども、私はこの大

和町の民生委員のつくったマップのレベルはかなりレベルが高く、有効

性があるものというふうに思って、他に自慢できるものではないかとい

うふうに思っておりますし、これを有効活用すればほかに負けないもの

にもう既になっているんではないかというような考えも持っております。 

      ただ、そういうことでほかにもあるということでございますので、も

っといいことがあるかもしれませんので、そういった比較検討とかそう

いったための研究をしてまいりたいというふうに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      渡辺良雄君。 

 

４  番 （渡辺良雄君） 

      この民生委員児童委員協議会が作成した防災マップ、当然私の目には

触れないわけでございまして、中身がどのようなものかちょっとわから

ないわけですけれども、これがさきの東日本大震災では区長さんの目に

は触れていないというふうに思われますし、これから先、いつ何時また

あの震災が発生するかわからないわけですけれども、やはり行政区の長

はやっぱり区長さんになろうかと思います。区長さんが自主防災組織の

長も兼ねておられるというふうにも思われますので、民生児童委員さん

と区長さんのこの連携、これらを図るようにこれからよろしくお願いを

したいと思います。それで、１件目の質問を終了させていただきます。 
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      続いて、２件目の質問に移らせていただきます。 

      学校教育施設の維持管理状況について。 

      教育施設は、維持計画に基づき保守されているのか。また、整備に関

し保護者（ＰＴＡ）との意思疎通は行われているのでしょうか。教育長

にお尋ねいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      教育長上野忠弘君。 

 

教育長 （上野忠弘君） 

      それでは、渡辺議員の学校教育施設の維持管理状況についてのご質問

にお答えをいたします。 

      まず、教育施設は維持計画に基づいて保守されているのかとのご質問

でありますけれども、学校等教育施設につきましては児童生徒の安全を

考慮し、関係法令等に基づいて飲料水関連施設、消防、電気、暖房など

主な設備を中心にしながら、毎年検査ができる専門業者に対し保守点検

業務を委託し、安心して学習ができる教育環境設備の点検維持を図って

おるところでございます。 

      次に、保護者（ＰＴＡ）との意思疎通は行われているのかとのご質問

でございますが、このことにつきましても、毎年ですが町内各小中学校

ＰＴＡから、町ＰＴＡ連合会を通して教育施設等についての各種施設設

備の整備要望等を受けております。町といたしまして、可能な限り町Ｐ

ＴＡ連合会からの整備要望等にお答えをいたしている現状にあります。

さらに、各小中学校から直接教育施設に関します修繕等の依頼もござい

ますので、同様の対応をいたしておるところでございます。 

      町教育委員会といたしましては、常に保護者（ＰＴＡ）との意思疎通

は各学校を通して必要な都度実施をし、各種各様のご要望に対し真摯に

検討いたしながら適宜適切に整備対応を図ってきておるところでござい

ます。学校における良好な教育環境の整備につきましては、今後とも学

校、保護者の皆様からの意見をいただきながら整備に努めてまいりたい

と考えております。以上でございます。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

      渡辺良雄君。 

 

４  番 （渡辺良雄君） 

      今、ご答弁いただいた中で、検査ができる専門業者に委託をして点検

維持を図っておられるということでございますけれども、これは毎年委

託という結果を受けての中期あるいは長期的な保守計画というか、こう

いったものがあるのか。２年先、５年先、こういったレンジでの整備計

画があるのかどうかお尋ねをします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      教育長上野忠弘君。 

 

教育長 （上野忠弘君） 

      ただいまの質問でございますけれども、中長期というふうな形ではな

くて、毎年、例えば消防施設であれば消防法がございます。それから、

プール、飲料水であれば学校保健安全法、小荷物の昇降機であれば建築

基準法、水槽等は水道法、電気工作物については電気事業法と、法律に

基づきながら毎年維持点検を行っている状況でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      渡辺良雄君。 

 

４  番 （渡辺良雄君） 

      今のご答弁で、ちょっと私は納得がいかないものでございます。とい

いますのは、普通の家庭でも例えばシロアリ検査は何年後にするとか、

そういった長期的な計画はあろうかと思います。車検にしたって３年ご

との車検がございますし、オイル交換はいつやるかとか、車でさえやっ

ぱりあろうかと思います。大切な学校施設が、その単年度ごとになされ

るというのはちょっとおかしいのではないかと思うんですが、いかがで
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ございましょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      教育長上野忠弘君。 

 

教育長 （上野忠弘君） 

      お答えします。 

      言葉が足らなかったと思うんですが、学校の施設につきましては学校

の管理者、町でございますけれども、通常は校長に実際に総合的な管理

をお願いしております。それで、今おっしゃったような日常的な点検管

理については学校の校長のほうで維持管理を行いまして、その都度その

施設に異常がある場合には町のほうに報告を願って対応するという状況

になっております。以上でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      渡辺良雄君。 

 

４  番 （渡辺良雄君） 

      議長、教育長に質問でございますけれども、今の質問について執行部

に質問をしてよろしいでしょうか、伺います。 

      長期的な学校の保守管理についての質問でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      学校関係につきましては、できるだけというか課長か教育長でお願い

したい。課長でいいかな。では、教育総務課長、菅原課長。 

 

教育総務課長 （菅原敏彦君） 

      議員のご質問にお答えいたします。 

      ただいま、教育長の答弁からは法定点検というふうなもので、これは

法定で決められて、毎年検査をして実施するということでございます。 

      なお、あわせて通常の長期スパンによる維持補修というふうな部分に
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つきましては、年次を定めて必要な部分を学校等から聴取しまして、そ

の後、計画で３年スパンとか５年スパンとかというふうな部分は計画し

てございます。以上でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      渡辺良雄君。 

 

４  番 （渡辺良雄君） 

      安心をいたしました。 

      それで、３年なり５年なりのスパンをもってということでございます

けれども、その中で現に私が目で確認をさせていただいたところは一部

しかないわけですけれども、それは今回の宮床中学校の体育館の建築場

所、もう既に工事が始まっているところですけれども、それからあと小

野小学校の、非常に校舎の中で一部高温になるというところ。 

      それから、宮床小学校の体育館。これは、体育館については体育館の

床、これが盛り上がっているというか、５ミリから１センチくらい盛り

上がっているわけですけれども、よく子供たち、今までけがをしていな

いなと。視察をさせていただいた日は、生徒が体育館で体育活動か放課

後活動かを行っている状況でしたけれども、はだしで駆け回っていまし

た。よく引っかかって爪が剝がれないなというか、そういう心配を持ち

ました。 

      あとは、宮床小学校の体育館倉庫。これが濡れていて、跳び箱がちょ

うど浮かしてあると、床のコンクリートは濡れていると。お伺いしたと

ころ、冬季はいつもこうだと。夏季は雨が入ってこないんだけれども、

冬季は雨が入ってきてこうなってしまうと。あるいは、体育館の横につ

いていますトイレ、これはもう凍結をしてしまって、保温装置というん

ですか、そういったものがなくて使えない状態になって閉鎖をしている、

そういったようなことがあったんですけれども、そういったことは当然

あろうかと思います。 

      ただ、私が理解できないのは、これらをＰＴＡの方々ですとかそうい

った方とヒアリングをしたわけですけれども、教育委員会のほうで適切
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に話を聞いてもらえていないというふうなお答えが出てきたので、そう

いった答えがなぜ出てきたのか、ここをちょっと問いたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      教育長上野忠弘君。 

 

教育長 （上野忠弘君） 

      １月以降、就任して以来なんですけれども、ここ２年間の各学校の施

設の維持管理状況についての点検、あるいは破損箇所の状況を確認した

わけなんですけれども、まずは震災についてのことにつきましては、報

告を受けたものについてはおおむね対応が済んでおると。それから、Ｐ

ＴＡのほうからはことしですか、大分項目的に上がってきて、それを年

次計画を立てて実際に対応していくというふうなこと。それから、今年

度の４月当初に学校の危険箇所の点検を行ったということで、それにつ

いても学校から上がってきておりますので、それについて対応している

という状況で報告を受けております。 

      ただ、今議員さんのほうからお話のあった件ですけれども、再度改め

て調査をしまして、必要な対応をしたいと考えております。ありがとう

ございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      渡辺良雄君。 

 

４  番 （渡辺良雄君） 

      今、教育長のほうからご答弁をいただきましたので、これについては

早急に、特に感じますのは宮床小学校の体育館の床の盛り上がりという

んですかね。板と板がこんなになっている状況ですね。これは、児童の

けが防止のために早急に取り組まなければならない問題であるというふ

うに、私、認識をしますし、そういったことでぜひとも見ていただきた

いと思います。 

      それから、教育長が就任されて間もなく、３月ですので、３カ月でし
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ょうか。ＰＴＡの方々から話を十分に聞いていただけないという意見も

私なりに頂戴をしましたので、こういった点、もしそういったことがあ

るのであれば、ぜひ改善のお願いをしたいというふうに思います。この

点について、教育長、お願いをいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      教育長上野忠弘君。 

 

教育長 （上野忠弘君） 

      ただいまのご質問ですけれども、そういう状況があった場合には、や

はり学校というのは安心・安全が基本でございます。ということを踏ま

えれば、ＰＴＡの要望を学校を通じて適切に受けるように、これから学

校に対する指導あるいは教育委員会としても対応したいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      渡辺良雄君。 

 

４  番 （渡辺良雄君） 

      今、教育長から前向きなご答弁をいただきまして安心をいたしました。 

      私的にも、もう既に宮床中学校の体育館は工事が始まっているわけで

すけれども、体育館について、教室から七ッ森が眺められる宮床中学校

というのが、今回の体育館が建って教室からは七ッ森が見えなくなると。

以前の校舎を建てるときに大事にしたものが、今回はなかったわけです

ね。これらも、どのようなヒアリングにおいてあそこの位置に体育館が

建ったのかということで、今既に建築中ですけれども、かなり残念に思

う人はたくさんいるんだということを最後に申し述べさせていただいて、

私の質問を終わらせていただきます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      以上で渡辺良雄君の一般質問を終わります。 

      １番今野善行君。 
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１  番 （今野善行君） 

      大分お疲れのお時間帯になってきたかと思いますが、私のほうから質

問をさせていただきたいと思います。 

      私のほうからは、今までもそうなんでありますけれども、目先だけの

話じゃなくて、ベースになるのは地域の活性化をどうするかということ。

そういう意味で、少し長期的な、ちょっと先の話みたいな部分もあるか

と思うんでありますが、きょう午前中からのいろんな質問の中にもあり

ましたように、地域の活性化がなければ小学校がなくなるとかそういう

お話もあったわけでありますけれども、やっぱりベースはそこかなとい

うふうなことをベースに今までも質問をさせていただいてきております。

今回は、この森林資源を活用した林業再生の推進の取り組みについてお

伺いしたいというふうに思っております。 

      ご案内のように、東日本大震災以降、この地震と原子力発電所の設置

とこの再稼働の問題、これがエネルギー、とりわけ電力供給と経済活動

への影響問題にまで発展して、議論されているさなかであります。また、

その代替としての火力発電への転換が、二酸化炭素の発生とかあるいは

地球温暖化問題など、そういった環境問題と悪循環を繰り返すような状

況になっているのかなというふうには思っております。さらには、最近

のこの金融緩和政策によります円安、これが輸入燃料価格の上昇を招い

て電力料金の値上げなど、身近なものとしては我々の生活をある意味脅

かすような問題がクローズアップされている現状にあるんではないかな

というふうに思います。 

      そういう中で、この林業問題でありますけれども、この日本の林業の

現状は、先ほど町長、第４次総合計画の柱のところにもあるんでありま

すが、戦後植林した人工林、これが利用可能な時期にもう達してきてい

るということでありますが、一方で原木価格の長期低迷による採算性の

悪化が極度の林業不振を招いているということで、森林所有者の山離れ、

これを招いて、木材の伐採とか販売、あるいは森林の保全管理への投資

がなされていないというのが現状でないかなというふうに思います。そ

れはどういうことかというと、山林が荒れているよということだと思う
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んであります。 

      この間に、結局木材の輸入自由化が昭和30年代、そのころに輸入自由

化があって、結局今の輸入材による国産の木材価格の低迷を招いている

という結果もあるわけでありますけれども、林業経営からすると非常に

大変な状況だということで、かつては所有者にとっては大きな資産価値

があったわけでありますが、今はそういう資産価値も下がってきてしま

っているというのが状況で、先ほど申し上げたようにわざわざお金をか

けて保全管理をしなくてもいいというそういう状況であり、なおかつ農

業と同じように後継者もなかなか生まれてこないというのが現状かとい

うふうに思っております。 

      先ほど申し上げたように、そういう中で原油価格、化石燃料の価格が

上昇しております。最近、二、三日前の新聞にも出ていましたけれども、

木質バイオマスエネルギーとか、それから国産木材の利用による林業再

生の道が開けてきたというような報道が出るようになりました。これも

ある意味、原発事故の影響かなというふうに思うんでありますが、そう

いう意味ではこの林業のポジションといいますか、それがある意味、見

直すいい機会なのかなというふうに思っております。 

      そういうことで、こういった国産材の利用による林業再生の道を開い

て、冒頭申し上げたそのことによって地域の活性化を図り、なおかつそ

こに人が寄る、そういう環境をつくっていければいいのかなというふう

に思っております。そういうことでありますので、今は単にこの林業経

営というだけの問題じゃなくて、環境問題などそういった森林の持つ、

俗に言う二酸化炭素の吸収とかあるいは国土保全とかといった、多面的

機能の発揮の国民的な要請といいますか、そういうのもあるわけであり

ます。 

      今は、雨が降ったときに災害が非常に大きくなっているというような

こともあって、これは森林伐採だけじゃなくて、結局そういう森林の保

全管理が十分でないというような背景もあるようであります。そういう

課題をいっぱい抱えているわけでありますが、本町の場合、町内総面積

の72％が森林だということであります。そういう今まで申し上げた情勢

に、うまく流れに乗って、その森林資源を活用した林業の再生、地域の
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活性化に結びつけていく必要があるんではないかなというふうに考える

ところであります。 

      そこで、一昨年になりますかね。国において森林・林業再生プラン、

これを指針とする政策が打ち出されておりますけれども、これらについ

て本町における林業振興といいますか、これとの関連性のある事業の進

め方について、まず第１点お伺いしたいというふうに思います。 

      それから、もう１点は、先ほども申し上げた森林の持つ多面的機能の

発揮には、間伐とか保育管理とあわせまして木材の利用促進が不可欠で

はないかというふうに考えるところであります。そういう意味で、この

広大な森林資源を持つ本町での利用の拡充策、そういうことについてお

伺いしたいというふうに思います。 

      それから、ちょっと今、間伐のお話を申し上げましたけれども、森林

の保全管理で何が問題かというと、間伐して、今、木を切り倒して終わ

りみたいな状況になっているんですね。そういうことも含めて、この森

林資源の利用拡充策についてお伺いをしたいというふうに思います。よ

ろしくお願いします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      それでは、議員の森林資源を活用した林業再生の推進に関するご質問

でございました。 

      本町の森林面積は１万6,303ヘクタールで、議員もお話しでございます

が、町の面積の72％ほどを占めております。民有林面積につきましては、

そのうち１万1,186ヘクタールでございまして森林面積の69％に当たりま

して、そのうち人工林面積につきましては5,407ヘクタールで、人工林率

につきましては48％となっております。 

      戦後植林した人工林資源は利用可能な段階に入ってきておりますが、

木材価格の低迷等によりまして林業経営は厳しい状況にあり、また育成

途上にあるものも多く、丁寧な森林整備を推進していく必要がございま
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す。町では、森林整備活動支援交付金事業や民有林育成対策事業により

まして林道、作業道等の路網整備、道路網ですが、路網整備や除間伐等

を推進し、森林保全推進事業や森林管理巡視事業等によりまして森林組

合等の活動支援を行い、森林資源の質的な充実、水源の涵養、山地の災

害の防止等の公益的機能の確保に努め、森林整備を推進しているところ

でございます。 

      お尋ねの１要旨目、国の森林・林業再生プランと町の林業振興方策と

のかかわりについてでございますが、この森林・林業再生プランにつき

ましては10年後の木材自給率50％以上を目指しまして、平成21年12月に

国、農林水産省で策定されたものでございまして、林業経営、技術の高

度化や森林資源の活用、制度面での改革、予算について見直し検討が行

われたところでございます。プランのイメージといたしましては、路網

整備の徹底により低コスト化、資源の有効利用、木材の安定供給を図ろ

うとするものでございます。本町では、このプランに基づきまして森林

組合等が実施している森林整備活動支援交付金事業、これは路網整備事

業でございますが、この事業に対し支援をしているところでございます。 

      次に、２要旨目の本町での木材利用拡充策についてでございますが、

プランでは森林資源の活用を国産材の加工流通構造の改革を通し、国産

材住宅の推進、公共施設等への木材利用の推進、バイオマス利用の促進、

新規需要の開拓を図ることとしております。この中で、公共施設等への

木材利用の推進につきましては、平成22年に制定されました公共建築物

等における木材の利用の促進に関する法律に基づいて、本町におきまし

ても公共建築物における木材利用の促進に関する方針を現在策定中でご

ざいまして、今後公共施設の整備に当たってはできるだけ地域材、町産

材または県産材を使っていくことにしております。また、本町の豊富な

森林資源、特に間伐材などがいろんな形で利用されていくことは望まし

いことであり、町としましても森林・林業再生プランを推進していきた

いとこのように考えておるところでございます。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      今野善行君。 
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１  番 （今野善行君） 

      この今お話しあった、ご回答にありましたこの森林・林業再生プラン

の関係でありますが、これ、今ご回答ありましたように、要するに林内

路網の整備それから森林施業の集約化、そういったことを推進して、木

材の安定供給と利用拡大に向けた取り組みを進めるということでござい

ます。それらのことによって、この木材自給率、先ほどありましたよう

に50％に、10年後ですか、を目指すというのが、この再生プランの国の

基本的なプランの内容になっているようであります。現在、木材の自給

率というのは26％程度になっているということでございますから、そう

いう意味ではまだまだ利用率が低いというのが現状かなというふうに思

います。 

      所管の課のほうからいただいた、本町で作成しました森林整備計画で

すか、この中ではいわゆる林道、作業道等の路網整備、森林の施業、機

械化とかそういった体制整備、あるいは多面的機能発揮のための森林整

備が必要だということで、その中に掲げて記載してあります。これは、

ある意味生産面での成果が中心になっているのかなというふうに思いま

す。日本一と言われる黒川森林組合が本町内にありますので、そういっ

た関係機関との連携を密にして、具体的な施策を示してその実現に踏み

出していただきたいなというふうに思うところでございます。 

      そういう中で、現状のこの整備計画の中に掲げている林道、作業道、

そういった路網整備の状況とか森林施業の体制整備の状況について、ど

のような状況になっているかお伺いをしたいというふうに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      路網整備ということでございますけれども、先ほど申しました町では

森林整備活動支援交付金事業の中で取り組んでおるところでございまし

て、これは森林組合等がやる場合のお手伝いという形で、直接的な整備
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ということではございませんが、やっておるところでございます。 

      あとは、道路の整備というか、新しくではないですけれども、例えば

雨が降ったときに掘削をされるとかそういった状況がありますので、そ

ういったものにつきましてはその都度整備をしておく。この間、震災も

ございましたけれども、そのときにも大分やられたところがございます

が、そういったものについても整備をしながら、整備というよりも管理

となりますかね、そういう状況でございます。以上でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      今野善行君。 

 

１  番 （今野善行君） 

      そういったその路網の整備については、私も全部を歩いているわけで

はないんでありますが、地震、一昨年の大雨ですか、昨年の５月の大雨

等で林道がかなりやられて、要するに車も通れない、中にも入っていけ

ないような状況になっているところもあるんですね。そういう意味で、

そういうところを早く整備しないと、さっき申し上げたような保育管理

とかそういう対応ができないということも出てくるのかなというふうに

思います。 

      なぜそういうことを申し上げるかというと、要するに森林の多面的な

機能を保つためにはやっぱりきちんと森林の整備をしないと、例えば間

伐もそうなんですけれども、結局間伐しないと下層木といいますか、低

いそういう木が育ってこないとかそういうことがあって、そういった木

の根張りが悪くなって、結局その植えた木が災害で倒れてしまうとかそ

ういった二次的な災害も出てくるということでありますので、そういう

部分での林道なりそういった路網の整備というのは、やっぱり管理、先

ほど町長からありましたような意味でも管理の部分、非常に重要なこと

かなというふうに思っておりますので、これらについてはできるだけ早

く計画的に整備、修復といいますかをお願いしたいというふうに思いま

す。 

      その辺の計画があるかどうか、ちょっとその点についてお伺いをいた



 

３２４ 

します。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      計画ということでございますけれども、例えば今言ったのは、これは

先ほど申しましたように森林組合とか、あとは愛林公益会、生産森林組

合、また財産区、そういったところにお願いする部分もございます。町

単独ではなくてですね。そういった中でやっているところでございます。 

      今、雨崩れとかああいうところについてやってきたところがございま

して、次の段階、ちょっとまだそこまで把握しておりませんけれども、

今やらなければならないところのまず補修を大体進めておるというとこ

ろでございます。計画につきましては、具体に今……。すみません、計

画につきましては課長のほうから具体にありますので、お答えさせます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      産業振興課長高橋 久君。 

 

産業振興課長 （高橋 久君） 

      今野議員の林道の維持管理等に関する整備計画というふうに受けてお

ります。新規開設の計画はございませんが、現道の維持管理につきまし

ては計画的に、大雨が降った際によく掘削される箇所がありますので、

そういった箇所の掘削予防のために横断溝の設置とかというような形で、

計画的に路線を挙げて実施しているところでありまして、今予算におい

てもそういった形で修繕を見ているところでございます。以上でござい

ます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      今野善行君。 
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１  番 （今野善行君） 

      ぜひ早く、ことしは特に雪が多いのでなかなか大変な状況かというふ

うに思いますが、早く整備をしていただいて、山に入る場合に安心して

対応できるような体制整備をお願いしたいなというふうに思います。 

      それから、それらに関連して、具体的にはちょっと質問事項の中に入

れていなかったんでありますけれども、後継者問題も林業経営の場合あ

るわけなんですが、今農業のほうも同じなんでありますけれども、新規

就労者とか、あるいは新たに林業経営に携わりたいという人の受け入れ

が結構あちこち進んでいるようなんでありますが、本町の場合、ちょっ

と私そこを把握していなくて申しわけなかったんですけれども、本町の

場合のその対応といいますか、多分森林組合ぐらいしかないのかなとい

うふうに、受け入れてとしてはですね、あるかと思うんでありますが、

あるいは個人の林業経営者がそういう受け入れも可能な制度だと思うん

でありますけれども、そういう実態があるのかどうかちょっとお伺いし

たいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      お話しのとおり、新規就労者という形でございますけれども、黒川森

林組合さんではかなり多くの方々、若い人たちも来ておるというふうに

聞いておりますし、安全祈願祭とかに一緒にお邪魔したことがあるんで

すが、随分若い方が新規で入っているというふうに見受けました。 

      ただ、個人というものにつきましては、すみません、ちょっと把握を

しておらないのですが、多分ないのではないのかというふうに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      今野善行君。 

 

１  番 （今野善行君） 
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      実態としてはそういうことかなというふうに思いますが、西のほうと

いいますか、九州のほうではそういう若い人たちが森林に携わって、小

規模ではありますけれどもそういう担い手としてやっている方も出てき

ているというようなことでありますので、後継者問題、本当に地域全体

にかかわることかなというふうに思います。そういう人たちが来て、そ

れこそさっき前段でお話にありましたように、そういう人たちが町内に

定住していただくようなシステムができれば、なおいいのかなと。それ

については、国の補助制度もありますので、そういうのを活用した雇用

促進といいますか、そういうことができればいいかなというふうに思っ

ております。 

      それから、要旨２点目でございますが、これについては国の制度とい

いますか、それを受けて町としても国産材、町産材を公共施設に活用し

ていくというお話でございました。今、国内のこの森林の林木蓄積量と

いうんですか、要するに木のボリュームですよね。蓄積量が60億立方メ

ートルあるそうでございます。林木の成長量は、年間２億立方メートル

になっているということでありますが、その中で国内の総木材の消費量

は１億立方に満たないということでありますし、また先ほど申し上げた

ように、結局経営としての林業ということが成り立たないというような

こともあるかと思うんでありますが、そのうちの伐採量は3,500万立方メ

ートルということでありますので、そういう意味では木の成長からすれ

ば極端な過少利用になっているのかなというふうに思います。このまま

行けば、林木の蓄積量は年々ふえ続ける一方になっていくということな

のかなというふうに思います。 

      ちょっと私は宮床森林生産組合のことしかわからないんでありますが、

その宮床森林生産組合で管理しているといいますか、その中での蓄積量

というのは大体年1.2とか２％ぐらいの伸びで概算を見ているようであり

ますけれども、そういう意味では町内のそういった林木もそういうふう

に成長しているということになっているのかなというふうに思います。 

      今、冒頭申し上げたような話題になっている再生可能エネルギーとし

ての木質バイオマスエネルギーの利用についてでありますが、これも数

日前の新聞に出ていましたように、宮城県では自然エネルギー、省エネ
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ルギーの基本計画の見直しをして、再生可能エネルギーの普及拡大に向

けた導入目標を設定するという記事が出ておりました。その導入目標を

設定しているとしております。また、そのほかに、これも２日ぐらい前

ですかね。山形県では、このペレットストーブの設置が大きく伸びてい

ると、利用といいますか、購入が大きく伸びているということでござい

ます。また、ＩＥＡという国際エネルギー機関の統計では、１次エネル

ギーの総供給量に占める木質バイオマスの割合ということでありますが、

これはＥＵ27カ国の平均でありますけれども５％になっているというこ

とでありますが、それに対して我が国では１％、日本の場合は１％しか

ないということであります。 

      これが、我が町の状況はどうなのかということ、それはちょっと把握

し切れないでいるわけでありますが、ただこの背景には政策的な後押し

の影響があるのかなというふうに思っております。この再生可能エネル

ギーに対する国民の認知度といいますか、やはり東日本大震災の影響か、

これらの自然エネルギー、太陽光発電もそうなんでありますが、それに

対する認知度が大分高まってきているということでありますので、そう

いう意識を皆さんが持っている間に、こういった森林資源の利活用の方

策を進めるべきではないかなというふうに思います。 

      １つは、町内産の木材利用に対する奨励策、これを講じてはどうなの

かなというふうに思います。１つは公共施設での、先ほどあったように

町産木材の活用を図るという部分もあるかと思うんでありますけれども、

例えば町内に家を建てて町内産の木材を使っていただく場合に何らかの

奨励策を講じている、あるいは取得税を少し減免するとか、そういう措

置を講じて町内産の木材の利活用の幅を広げてはどうかなということで、

ひとつご検討をお願いしたいというふうに思います。その点について、

町長のお考えをお伺いしたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 
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      今のご質問、町内産の材料を使った場合に何らかの有利な方策をとい

うことだと思います。 

      先ほど、町のほうで今度つくるプランの中で、町内産とか県内産とか

そういったものを使うような考えをといいますか、そういったプランを

今やっているところでございますけれども、県でもそういったことをや

っているところでございます。地元のものを使うということ、地元で消

費するということ、これが一つの勧めでありますし、奨励金というかそ

ういったものを出せば、また一つの弾みにもなるかというふうに思って

おります。 

      ただ、課題として今あるのが、宮城県には意外に加工する部分、その

まま使うんであれば一つの方法なんでしょうけれども、今県産材にして

も合板とかそういったものにしたのを今、建築基準の中でいろいろとそ

ういった形のつくり方がされておるところでございますけれども、そう

いったものの加工する場とかそういったものがまだまだ足りないという

ような話も聞いておるところでございます。そういった課題があるんで

はないかというふうに思っております。 

      この役場でも町内のを使おうとしたことがあったんですが、使うに当

たっては加工が必要だと。加工するのに、県内ではその加工するところ

がない。それで、県外に持っていかなければいけないということで断念

した経緯がございました。これは、県全体の課題というふうに聞いてお

りますけれども、宮城の木材に関しての、そのまま使えればそれはそれ

でよろしいんでしょうけれども、そういった課題もあるというふうに聞

いております。 

      そういった中で、どれだけの利用する、専門的なことはわかりません

けれども、今原木で使う需要というものが出てくるか、そういったもの

も出てくるんだというふうに思いますし、また県外に持ち出して加工し

て使った場合はどうするんだとか言い出せばいろいろ課題はあるんだと

いうふうに思います。 

      今後、町としてできるだけ地域材を使うということで、公共物等への

材料利用への推進という形の計画、各町村でつくるようでございますが、

そういった中で今後の利用の方法について、どういうふうに地元の方々
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にそういうことを推奨していけばいいのかも含めて、考えていきたいと

いうふうに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      今野善行君。 

 

１  番 （今野善行君） 

      ご検討いただくということでありますので、ぜひ実現していただけれ

ばなというふうに思います。 

      かけ離れた地域でありますが、東京都青梅市では都産と市産、青梅市

の林木、これを使って家を建てた場合に奨励金だと思いますが、奨励金

を出してその促進を図っていると。材木と木材とは違うのであれなんで

すけれども、その材料にはちゃんとシールを張って東京都産とか青梅市

産とかそれがわかるようになっているらしいんでありますが、そういっ

た形で利用したところに奨励金を出して、利用の促進を図っているとい

うことであります。 

      また、これも一例なんですけれども、保育所の、やっぱり同じ公共施

設かどうかわかりませんけれども、やっぱり木材を使って建てていると

いう保育所も青梅市にはあったようでございますので、そういった形で

ぜひこの森林資源の木材としての利用が１つであります。 

      それから、もう１点は、木質バイオエネルギーということであります。

先ほどちょっと１つ触れましたけれども、ペレットストーブ導入に対す

る奨励策をこれも検討していただいて、特に杜の丘地区ではそういった

木を使ったストーブですね、それを使っている家庭があるようでござい

ますけれども、そういうところも徐々に出てきていると。それから、先

ほど申し上げたように山形県では大分伸びているというようなことであ

りますが、ペレット化するのにはそれほど経費といいますか、投資も要

らないというような話でありますので、例えば森林組合とかでそういう

設備をしていただいて、ペレット化してそれを供給する、販売するとい

うようなことも町産木材の消費につながるのではないかなという意味で

ご検討いただきたいと思います。 
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      それから、もう一つ、バイオマスの発電ということもあります。これ

については、発電装置でありますのでかなりの投資も出てくるのかとい

うふうに思いますが、ある意味多様なエネルギー源としての手段として

は、非常に有意義な方法かなというふうに思います。先ほど申し上げた

ように、大和町内にはそれほどの森林資源があるということでございま

すので、やっぱりそれを活用することによって大分その木材の利用がか

なり進むんではないかなということであります。それをどこでやるかと

いうのは何とも言えない部分があるわけでありますが、いろんな補助事

業もあってそれに乗る、それを活用してそういう事業をやってもいいと

いうところもあるようでありますので、そういったところと連携をとり

ながらバイオマス発電の誘致といいますか、あるいは町内でやるんであ

れば町内独自にそれを相談とかそういった部分での対応をするとか、そ

ういうこともぜひお願いしたいなというふうに思います。 

      このバイオマス発電の競争力というようなことがあって、これも筑波

大の先生の話といいますか資料なんでありますが、化石燃料の価格が今

上がってきているというようなこともあるんでありますが、発熱量で１

立方メートルの木材と１バレルの原油の要するに発熱量が同じなんだそ

うであります。それからしますと、１立方メートルの木材というのは

8,000円程度に、8,000円ですか、今は大体九十何円なんですね。それに

値するということでありますので、この価格でこの発電ができれば、売

電も含めていくと採算性が合うような、ちょっと私、細かい計算はして

いないんですが、合うような気がするんですね。そういう意味では、ぜ

ひこういったものへの取り組みを検討してはどうなのかなというふうに

思います。その辺について、もし町長さんのお考えがあればお願いした

いと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      まず、ペレットストーブということでございますけれども、以前から
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いろいろそういった木質のペレット状のものをお願いしているというこ

とで、あったことはあったわけでございます。そして、これを利用して

いる方もあった。結構お高いストーブでして、そのほかにそのペレット

の供給が非常に潤沢でないといいますか、手に入るところと入らないと

ころがあるということ。この間、新聞に載っておりましたが、山形です

かね、このごろふえてきていると。そういった状況ではあるというふう

には……。 

      ペレットにつきましては、つくるということ、生産をするという、使

ってもらうということもさることながら、そのものを燃料として加工す

るということがまず第一だろうというふうに思いますし、これをやって

いくとすれば、これはバイオも同じでございますけれども、大和町がい

かに面積が広いといえど大和町、黒川郡だけのものでは多分、長期的な

部分から言ったらですね、非常に材料の補給という面でも課題があるん

ではないかというふうに思います。 

      また、大和町だけを見ても、どこからでも持ってこられる状況ではま

だまだないものですから、その道路網の先の話になりますけれども、山

にはあるけれどもそれを引き出すという採算、コスト、そういったこと

も当然考えていかなければならないという大きな課題がこの山林に関し

ては、どうしてもその部分がついてくるということがあるというふうに

思っております。 

      バイオマスにつきましても、お話ししたとおり、そのとおりかなりの

量を使うということでございますし、宮城県全体というところから集め

てくるとか、集めてくるといいますか材料の確保といいますか、そうい

ったものにつきましても長期的な部分から言った場合には非常にまだま

だ研究といいますか、大きな課題があるんではないかというふうに思っ

ております。 

      今お話しのとおり、材木、木材の利用といいますかそういったものに

ついては、日本にある資源でありますし、これは大和町のみならず日本

としての大きな課題として今捉えられているところでございまして、ま

してやそういった発電関係につきましてもいろいろあるわけでございま

すから、そういった方法の一つとして今大いなる研究もされておるとい
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うところでございますが、町としてこれを今から取り組めると今言える

状況ではまだまだないのではないかというふうに思います。ペレットに

つきましてもですね。 

      そして、町で使うということと、先ほども申しましたように大和町の

森林の材料を有効に使うという部分につきましては、ちょっと時間がか

かるかもしれませんけれども、その道路関係の整備というものがまず第

一義に出てきて、そういったものが潤沢に入ってこられる段階でそうい

ったものを再利用するといいますか、そういった一つのプロセスといい

ますか、そういったものがあって、その辺の大きな課題がまだまだ残っ

ているなというような認識もしております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      今野善行君。 

 

１  番 （今野善行君） 

      そういう課題があるということは、わかるわけであります。そういう

意味では、なかなか一朝一夕に達成できる話でもないんだろうというふ

うに思いますので、やっぱり長期的な視点に立って今後どうしていくか

と。先ほど町長がおっしゃられたように、大和町だけの話じゃなくて、

やっぱり国としての問題あるいは環境問題としての課題、そういうもの

にいっぱい関連してくると思うんですね。国の施策としては、今はそう

いう林業のそういうバイオマスの利用とかも含めて、地域の活性化とそ

ういう環境とをつなげての補助事業が結構多く出てきているというのが

あるようでありますので、ぜひそういったものを活用することも含めて

啓蒙を図っていくといいますか、そういう事業者、希望者があればぜひ

お願いしたいというふうに思いますし、やっぱりおっしゃられたように、

前段の森林のそういう路網を整備して、要するに搬出のコストを下げら

れるような仕組みもやっぱりつくっていかないとなかなか進展しないと

いうのは同感でありますので、ぜひそういった資本整備といいますか、

お願いしたいというふうに思います。 

      それから、最後になりますけれども、第４次総合計画の関係でありま
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すが、この第４次総合計画の第１章２の農林水産業の振興の（１）農業

経営基盤の安定化の部分に森林整備の話が、この中でありますが書いて

あります。ぜひ、この中にローリング方式でやっているということであ

りますので、森林資源の利活用対策について盛り込んでいただけないか

なというふうに思います。 

      それから、もう一つは第２章の資源循環型社会の構築への取り組みの

中で、先ほど申し上げたペレットストーブの導入促進についても、盛り

込むことについてご検討いただきたいというふうに思います。 

      それから、もう１点は、この木材の利用についてであります。これは

ちょっとあれなんですけれども、木材は投げるところがないといいます

か、そういう利用が可能だということなんですね。要するに、太い幹の

部分については材木として柱とかそういうのに使って、上のほうの木材、

材木にならない部分は結局さっき言ったバイオマスのエネルギーにして

いくと。ペレット化したり、あるいはチップ化したりということで投げ

るところがないということでありますので、そういう意味では廃棄物に

ならないんですよね。まあ、燃やせば灰は出ますけれども。そういう使

い方といいますか、そういう仕組みをドイツあたりでは大分やられてい

て、結局地域エネルギーとして発電をその木材を利用して、そういう地

域の電力供給を進めているというドイツの事例もあるようでありますの

で、何かそういう循環型の社会を目指すということであれば、そういう

ことも非常に有意義なことではないかなというふうに思いますので、先

ほど申し上げた第４次総合計画の中にそういったものをぜひ盛り込んで

いただいて、これからの推進に当たっていただければというふうに思い

ます。 

      以上で私の質問を終わります。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      以上で今野善行君の一般質問を終わります。 

      お諮りします。 

      本日の会議の時間は、議事の都合により午後５時を過ぎても時間を延

長して会議を継続したいと思います。これにご異議ありませんか。 
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         「異議なし」と呼ぶ者あり 

      異議なしと認めます。よって、時間を延長することに決定しました。 

      暫時休憩します。 

      休憩時間は10分間とします。 

 

         午後４時３５分  休 憩 

         午後４時４４分  再 開 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      再開します。 

      休憩前に引き続き会議を開きます。 

      本日の最後の一般質問であります。時間を気にしないで頑張ってくだ

さい。６番門間浩宇君。 

 

６  番 （門間浩宇君） 

      一般質問、初日８番目でございます。大分、前の執行部の皆さんもお

疲れのような顔をしてございます。両隣の議員さん方も、大分もうお疲

れなのかなというふうに思ってございます。延長せずに先ほど続けてい

ただければ、５時までには終わったのかなというふうに思ってございま

すが、何分私も質問が下手なものですから、手短に２問２要旨について

ちょっと質問をしてみたいと思いますので、よろしくお願いを申し上げ

ます。 

      まず１問目でございますが、県の環境事業公社への災害廃棄物の焼却

灰の受け入れ状況はというふうなことでございます。 

      東日本大震災より２年が間もなく過ぎようとしておりますが、去年の

10月22日に環境保全協定を結び、１月より小鶴沢の産業廃棄物の処理公

社のほうに廃棄物の焼却灰の試験搬入が始まりました。１月、２月、３

月と試験運用で、４月より本格的に運搬処理が開始されることになって

おりますが、そのことについて本町としての今後の管理体制等々をお伺

いしたいと思います。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      それでは、ただいまの質問にお答えをいたしたいと思います。 

      東日本大震災によりまして発生しました沿岸部の震災瓦れきの量は、

膨大なものとなりました。宮城県では津波被害が大きく、単独で処理す

ることが困難な自治体のために、沿岸部を４つのブロックに分割して焼

却処理などを行っております。ここから発生した焼却灰等を宮城県環境

事業公社で管理する小鶴沢処理場に搬入するために、昨年５月より地元

住民の皆さんを初め関係者の皆様にご説明を行い、ご理解をいただいた

上で、先ほどお話にありました10月22日に宮城県と宮城県環境事業公社

及び大和町の３者によります災害廃棄物の搬入及び処理にかかわる環境

保全協定を締結したところでございます。 

      この協定書は、災害廃棄物の搬入及び処理に伴います環境への汚染を

未然に防止するとともに、周辺地域住民の安全と生活環境の保全を図る

ことを目的としておりまして、搬入する災害廃棄物の種類としまして焼

却灰、不燃残渣物、石綿含有物、廃棄物となって肥料及び肥料原料の４

種類。放射性物質であるセシウム134及びセシウム137につきましての放

射能濃度の合計が、8,000ベクレル以下のものだけを搬入することとして

おります。また、搬入する災害廃棄物の量は最大20万トン、搬入期間は

搬入開始の日から２年間としております。 

      今年の１月７日から試験的な搬入が始まり、４月からは１日最大60台

のトラックにより本格的な搬入が始まる予定となっております。町では、

災害廃棄物の運搬や埋め立て処理が適正に行われているか、地元の方を

含めて現地調査や独自の放射能測定を実施いたしております。 

      今後も協定書に基づきまして、交通安全対策や環境保全対策が適正に

執行されているか、関係課で連携を密にしながら監視を行ってまいりた

いとこのように考えております。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 
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      門間浩宇君。 

 

６  番 （門間浩宇君） 

      実は、なぜこの問題を、１月31日に町長から報告があったのにもかか

わらず、再度取り上げさせていただいたかというのは、１月から試験運

用が始まったばかりにもかかわらず、実は２月13日、皆さんもご存じと

は思うんですが、河北新報のほうで「汚染牧草は焼却処理」というふう

な大題目で、その中に県内の汚泥処理あるいは下水汚泥というふうな部

分が最終処分場に、あるいは産廃処分場に埋め立てる方針であるという

ふうなことで、それが小鶴沢の産業廃棄物処理場なのかどうなのかとい

うのは確定しておりませんし、話にもまだ出ていないとは思うんですが、

新聞紙上では産廃処分場に埋め立てる方針というふうな文面、あるいは

浄水場施設２カ所で発生した泥の放射能が埋め立て、放射施廃棄物とい

うふうなことでの埋め立て廃棄の数値が8,000ベクレル以下だったという

ふうなことも含めて、今県内でその辺のところで処分できるのは小鶴沢

の産業廃棄物処理場なのかなと、県環境公社なのかなというふうな憶測

も私個人の話でもありますし、あるいは環境公社の内部の人からの話も

若干ございました。 

      そのことは、名前も何も明かしませんが、そのことに対して現時点で

町長さんにお聞きしたいのは、大和町のほうにそのことに関しては、話

としてはまだ来ていませんかどうか、その辺をお聞きしたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      そのことについては、まだというかそういう話は全くありません。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      門間浩宇君。 
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６  番 （門間浩宇君） 

      それで一安心というふうなことでございますが、冒頭申し上げました

ように10月22日に３者協定ですね、大和町、県それから県の環境公社と

いうふうなことで３者協定を結び焼却灰を入れることにはなったんです

が、これは先ほど町長の答弁書にもありましたようにあくまでも焼却灰、

そらから不燃残渣物、石綿の含有物と、それともう一つ、廃棄物となっ

た肥料及び肥料原料、この４種類というふうなことでの協定を結んでご

ざいます。もし、そういった形で今私が申し上げましたように下水汚泥

とかそういったものが来るというふうなことであれば、当然町としても、

あるいは地元のある鶴巣地区にしても、それは話がまた最初から別なも

のですよというふうなことで思って理解していてよろしいでしょうか。

そのことも町長にもう一度確認の意味で、しつこいようですが質問させ

ていただきます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      お話しのとおり10月22日に協定を結びましたが、その協定の内容につ

きましてはお話しのとおりの種類に限定されております。しかも、数量

も限定されておりますし、期間も限定というそういう中でございますの

で、あの協定の中でほかのものが入るということはないはずです。 

      もしそういうことがあるとすれば、別の話、あるかどうかわかりませ

んけれども、この協定の内容の中でその他とかなんとかという中で入っ

てくるということは、そういうことは私としても認めませんし、そんな

ことはさせません。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      門間浩宇君。 

 

６  番 （門間浩宇君） 
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      これでまた、再度一安心をさせていただきました。 

      私も少しは勉強をしているつもりですし、このことに関してもですね。

また、この新聞の紙面にもあるように、稲わらに関しても一般廃棄物と

いう形じゃなくて、これは国の指定廃棄物というふうな形になります。

恐らく１万ベクレルを超えている部分でのものですから、今、仮置き場

に置かれている部分ですね。こういったことも、話によりますと、例え

ば半減期というものがございます。今現在１万ベクレルでも、例えば来

年、再来年、処分場が決まらないまま仮置き場のほうに置いておけば、

例えば7,500ベクレルとか8,000ベクレルとか6,000ベクレルとかというふ

うに下がってくることも考えられるわけですね。そうなりますと、国の

指定では8,000ベクレル以下は通常の管理型の処分場に廃棄できると、処

分できるというふうになっておりますから、そうなってくるとまた、殊

さらそのことで県の環境事業公社のほうに処分しましょうかねというふ

うな話にもなりかねないというふうに、私は今少し心配をしているとこ

ろでございます。 

      大和町、県の住民説明会の中でも稲わらの部分はどうするんだ、持っ

てこないんだろうなというふうな話もし、説明のほうからもそれはまた

別の話ですというふうなことを承ってはおるんですが、なかなか国の最

終処分場も決まらず、２年経過しようとしておるんですが、廃棄物ある

いは瓦れき処理に関してはまだまだこれからいっぱい出てくる話なのか

なというふうに思っております。 

      いずれにしても、このことに関しては、当然町としても協定を結んで

判こを押しておるわけですから、管理のほうを５年、10年、50年、100年

というふうな形で独自の管理体制もとっていただきたいですし、公社、

県とも対応しながら、忘れることのないような形で報告、管理をしたい

ただきたいと思いますが、再度、町長のその辺の決意のほどを、確認の

答弁をいただきたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 
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町  長 （浅野 元君） 

      小鶴沢処理場内の管理につきましては、町ということではなくて公社

が基本的にやるというふうに思っております。ただ、その、言葉は悪い

監視といいますか、そういったことにつきましては、今も年に一遍、地

元の方といろいろやっているとかそういった内容がありますので、そう

いった町としての指導といいますか、それはずっとやっていかなければ

いけないというふうに思っております。 

      ただ、直接の管理は町ということではなくて、どうしても公社という

ことになりますので、そこはご理解をいただきたいというふうに思いま

すが、あそこに小鶴沢処理場といいますか環境公社のものがある限り、

町としてはそういったものの監視体制、監視というとちょっと語弊があ

りますけれども、指導といいますかそういったことはきちっとやってい

かなければいけないとそのように思っております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      門間浩宇君。 

 

６  番 （門間浩宇君） 

      しつこいようですが、そのことを再度確認させていただきながら、安

心をさせていただきました。 

      今のところ、町のほうからあるいは公社のほうから来ている放射能レ

ベルのほうは、空間線量でございますが、通常のレベルと何ら変わりな

く、小鶴沢地区行政区としての中で３カ所、それからあと役場関係とか

もいろいろありますが、ほとんど通常のレベルと問題ない数値をあらわ

しているようでござます。この辺のことをさらに確認をしながらやって

いきたいと思いますので、どうぞひとつ町のほうとしてもご協力をお願

いしたいというふうに思います。 

      まず１点目、これで終わらせていただきたいと思います。 

      ２点目でございますが、道路の改修事業関連についてということで、

施政方針のほうから選ばせていただきました。 

      舗装修繕や側溝、歩道修繕工事は順次整備を行っていくとのことであ
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りますが、近年町道路線への認定などで町道の距離が延びていると思わ

れます。舗装修繕や側溝修繕などの維持作業班の体制は２名で行ってい

ると聞いておりますが、今後維持作業の業務が繁多になり、管理業務及

び住民からの要請・要望などに支障が出てくるのではないかというふう

に思っておるのですが、作業班を増員してはいかがかなというふうな問

い合わせを町長の方にお伺いをしたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      それでは、道路改修事業関連についてのご質問でございます。 

      町道につきましては、現在651路線、全延長で310キロを認定して管理

を行っておりますが、車両等の通行が円滑に走行できるよう適切に維持

管理に努めているところでございます。維持管理の作業班の業務内容に

つきましては、道路のほかに河川、橋梁、橋、公園、緑地、町営住宅、

交通安全施設等の維持管理もありますが、大半が道路維持補修作業でご

ざいます。 

      現在の２名体制を増員してはどうかのご質問でございますが、東日本

大震災での対応では余りにも甚大な被害だったために対応がおくれた箇

所もあったというふうに思いますが、通常時であれば業務内容からして

最低２名あれば業務に支障を来すことは少ないと考えているところでご

ざいます。２名以上の人員が必要な作業の場合には、課の職員が応援に

出動したり、技術的に難易度の高いものにつきましては業者に委託する

などして対応してまいりたいと考えております。 

      なお、今後の維持管理体制につきましては、害虫なども含めて考えて

まいりたいとこのように考えております。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      門間浩宇君。 
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６  番 （門間浩宇君） 

      町の町有財産、町道も町有財産の中の１つではあると思うんですが、

ふえるということはそれに対してのメンテナンスも今度は見なくちゃい

けないというふうなことだろうというふうに思うんですね。今、現時点

で２名体制で、答弁書のほうにも書いてありましたが、震災があったと

はいえおくれがち、そのほかの通常時であれば２名でも間に合うという

ふうなご答弁でありましたが、私の目から見てもどう見ても２名で足り

ている、あるいはどこからどこまでの部分を管理して維持しているのだ

ろうかというふうな部分があるんですね。 

      施政方針のほうにもありましたが、順を追って今期も何カ所か道路の

新設工事のほう、改良工事のほうをやられるようでありますが、使用頻

度の高い道路あるいは１カ所穴のあいた道路に、そこに合剤あるいはア

スファルトのやつを詰めて補修をするんですが、それをやっぱりいち早

くやることによって被害が少なくて済むと、被害というか穴の大きさが

広がらないで済むというふうな、やっぱりその辺をいち早く見つけて対

処をしていくというふうなことが一番大事だろうというふうに思います

し、特に距離が多くなればなるほどその業務というのは、あるいは見つ

ける業務、施工をする業務というのもやっぱり大変だと思うんですね。

その辺のところも鑑みれば、やっぱり少し多くしていってもいいのでは

ないかと。あるいは、事務職員に対して応援していただきながら、その

事務職員に作業をしていただくということもいかがなものなのかなとい

うふうに思っております。その辺のところを考えていただければという

ふうに思ってございます。 

      それと、もう１点、ある人から町に対して、例えばこの部分に穴があ

いている、あるいはこの部分の音がうるさくて仕方がないというふうな

ことで、直接本人が役場に行って申し入れをし、交渉をしていく。それ

が、役場の人が、わかりません、これはどうなのか、その部署なのかほ

かの部署なのかにこう回して、例えば都市建設課のほうに行ったんでし

ょうけれども、恐らく都市建設課から上下水道課、じゃあマンホールの

近くだったもんですからね、そんな話であったことがありまして、担当

者がまずは見に行ってくれたらしいです。見に行ってくれたんだけれど
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も、その交渉をした、苦情を出した人には連絡をしなかったと。役場の

ほうで来てくれたのかどうなのか、あるいはいつやるのかやらないのか、

その申し入れをした人にはわからないわけですね。だから、そこを直し

ていただきたい、あるいは改良をしていただきたいと。 

      これは、きょうの一般質問の中で千坂議員が言っていましたように、

民間の考え方をすれば、ある程度改良というかができるようなことだと

思うんですね。サービス精神といいますか、その辺のところを苦情を出

してくれた人に、すぐには直せないにしても、ありがとうございました、

きょう現場を見に行きました、今いろいろ忙しいものですからというふ

うな言い方をすれば、理解が得られると思うんですね。やっぱり、そこ

のところをもう少し変えていかなかればいけないのかなというふうに思

っているところなんですが、その辺のところを町長、いかがお考えにな

りますか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

      まず、１点目の２人では足りないんではないかというお話でございま

す。 

      役場の職員が補修する部分につきましては、ある程度本当に初歩的な

といいますか限られたところでございますので、ある一定以上になれば

それはもう業者さんにお願いをするという形になると思います。または、

業者さんにつなぐまでの間の補修というふうな形でございますね。そう

いう形の補修を今やっているということです。 

      人が多ければということは、確かに多ければ多いほどいいというふう

には思います。ただ、これは例えば民間に人を多くするということも一

つでしょうし、委託ということもあるというふうに思いますが、やはり

それだけ大きな道路だけではなくて全てを網羅していくという形になれ

ば、役場の関係のほうがいいのかなということもあります。 

      これは、いろんなやり方があるというふうに思っております。例えば、
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公社のほうにやって、そういった委託をする方法とかそういったものも

一つの方法ということで、先ほど申しましたけれども今後の管理体制、

これにつきましてはそういった課題があるという認識をしておりまして、

今後どういった方法がいいか、これは検討、検討と言うとまたあれです

けれども、そういった問題認識を持っていることの中で対応を考えてい

きたいというふうに思います。 

      それから、先ほどの申し入れに対しての連絡体制ですね。これは、民

間でなくても公でも当然やるべきだというふうに思います。どういった

形でそういう、少なくてもそういった申し入れがあり、確認をすれば、

せっかく確認しているわけですから、こちらもですね。そのことを相手

に伝えるというのは、それは当然の話だというふうに思っておりますし、

どう思われますかと言えばそれはそのとおりだということで、千坂議員

のほうにもそのとおり、そういうことだというふうに、さっきううんと

うなずいておられましたので申し上げますけれども、そういうことです。 

      そういったことについては、直すべきところはすぐに直していきたい

と思いますし、きょう担当課長みんな来ていますので、その辺は理解し

ている、理解といいますかそのとおりだというふうに思いますので、な

おそういった指導とかを徹底してまいりたいというふうに思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      門間浩宇君。 

 

６  番 （門間浩宇君） 

      そろそろ私に割り振られた時間も終わりなのかなというふうに思いま

すし、課長さん方も大分お疲れのようですからそろそろやめますが、い

ずれにしてもその道路、町道に関してはやっぱり町が管理というふうな

形になります。申し入れがある、あるいは要請・要望があるということ

は、不便を感じているから要請・要望をするのであって、そのことを受

け取る側、聞く側はしっかりと受けとめていただきたいと思いますし、

まず対応をする、その上で施工をするというふうなことが一番大事だろ

うと思います。 
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      やっぱり人と人ですから、そこのところは十分対応をしていただきた

いというふうに思いますし、おくれることによって壊れる必要のない部

分まで壊れることが多々あろうかなと思います。その辺のところを十分

頭の中に入れていただきながら、業務のほうに励んでいただきたいと思

います。 

      これで、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

      以上で門間浩宇君の一般質問を終わります。 

      お諮りします。 

      本日はこの程度にとどめ、延会したいと思います。これにご異議あり

ませんか。 

         「異議なし」と呼ぶ者あり 

      異議なしと認めます。したがって、本日はこれで延会することに決定

しました。 

      本日はこれで延会します。 

      再開は、明日の午前10時です。 

      大変ご苦労さまでした。 

         午後５時１０分  延  会 


